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再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,231世帯（－3）

2,592（－10）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和7年10月１日現在）

男：１，238（－9）
女：１，354（－1）

世帯
人口

11月の税金・保険料

［納期限］ 12月 1日（月）

固定資産税（第３期）

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
   （若桜町の税収となります）

みんなのフォトリレー
 第56回
みんなのフォトリレー
 第56回

若桜神社の紅葉若桜神社の紅葉
　若桜神社は秋になると境内
いっぱいに紅葉が広がり、朱色
の鳥居や橋の周りには紅葉や
カエデが色づき、まるで絵のよ
うな風景を楽しめます。静かな
山間にたたずむ神社で、自然
と歴史が調和した幻想的な紅
葉が見どころです。

桑原美羽 さん
み　う

2025年
11月号

若桜町町民大運動会若桜町町民大運動会

主な内容
02	  	�【特集】令和７年度若桜町防災訓練
04	  	�令和６年度決算報告
08	  	�人事行政の運営状況の公表
10	  	�令和６年度町税等の収納実績



令
和
７
年
度
若
桜
町
防
災
訓
練

令
和
７
年
度
若
桜
町
防
災
訓
練

　

大
雨
を
想
定
し
た
若
桜
町
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
前
日
ま
で
の
降
り
続
く
雨
に

よ
り
、「
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）」
が
発
表
さ
れ
た
た
め
、

役
場
に
「
災
害
警
戒
本
部
」
を
設
置
し
て
い
た
が
、
５

日
８
時
５
分
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
た

と
い
う
も
の
で
す
。
午
前
９
時
に
、
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
「
避
難
指
示
」
の
放
送
を
行
い
、
町
内
全
域
で
避

難
を
開
始
、
自
治
会
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が
定
め
ら
れ
た

一
時
避
難
場
所
へ
避
難
を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
の
体
制
は
、
上
川
町
長
を
本
部
長
と
し

た
「
災
害
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
住
民
避
難
の
状

況
や
被
害
状
況
の
確
認
等
、
情
報
収
集
と
対
応
に
あ
た

り
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
に
は
、
町
内
23
自
治
会
と
「
わ
か
さ
あ
す

な
ろ
」、「
氷
太
く
ん
」
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
延
べ

４
４
４
世
帯
、
６
１
７
名
の
方
が
訓
練
に
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
西
町
」、「
糸
白
見
」
の
２
集
落
と
「
わ
か
さ

あ
す
な
ろ
」、「
氷
太
く
ん
」
２
施
設
で
土
砂
災
害
、
浸

水
害
の
発
生
を
想
定
し
て
若
桜
町
消
防
団
第
１
分
団
か

ら
第
４
分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
被
災
地
に
出
動
し
て
災
害
対

応
に
あ
た
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
救
助
資
機
材
を
使
用
し
て
木
材
や
金
属
パ

イ
プ
の
切
断
、
倒
壊
家
屋
の
救
出
活
動
を
想
定
し
て
の

訓
練
、
ま
た
、
土
砂
崩
れ
で
変
形
し
た
車
両
か
ら
の
出

特 

集

1010
月
５
日
（
日
）

月
５
日
（
日
）  

▲救助資機材取扱い訓練（糸白見）▲救助資機材取扱い訓練（糸白見）

▲チェーンソーでの切断▲チェーンソーでの切断 ▲油圧救助器具で切断▲油圧救助器具で切断
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火
に
備
え
、
乏
し
い
流
れ
を
堰
き
止
め
、
有
効
な

水
利
を
確
保
し
て
の
放
水
訓
練
、
そ
の
他
、
浸
水

の
恐
れ
が
あ
る
建
物
へ
、
土
の
う
を
作
成
し
て
、

積
み
土
の
う
工
法
に
よ
る
浸
水
対
策
訓
練
を
２

か
所
で
行
い
、
そ
の
う
ち
の
１
か
所
で
は
火
災
発

生
を
想
定
し
た
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

数
十
年
に
一
度
の
重
大
な
災
害
の
危
険
性
が

著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
場
合
の
「
特
別
警
報
」
の

発
表
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
猛
烈
な
勢
力
の
台
風

や
線
状
降
水
帯
の
発
生
な
ど
で
大
雨
に
よ
る
災

害
が
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
発
生
し
、
そ

の
度
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
今

は
、
た
ま
た
ま
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
来
な
い
と

い
う
保
証
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
は
い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

町
が
定
め
た
避
難
施
設
は
ど
こ
か
予
め
知
る

こ
と
が
避
難
生
活
へ
の
備
え
の
第
一
歩
で
す
、
災

害
時
に
は
、
ど
の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
て
い
る
か

を
知
り
、
避
難
す
る
場
合
は
、
明
る
い
う
ち
に
安

全
に
、
早
め
の
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
に
よ
っ
て
は
、
町
の
備
蓄
も
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
支
援
物
資
が
届
く
ま
で
あ
る
程
度
時

間
が
か
か
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
最
低
３
日
分
の

水
や
食
料
の
備
蓄
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
い
つ
起
き
て
も
適
切
に
行
動
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
繰
り
返
し
訓
練
を
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

▲積み土のう工法訓練（あすなろ）　▲積み土のう工法訓練（あすなろ）　

▲放水訓練（あすなろ）▲放水訓練（あすなろ）
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令
和
６
年
度

　
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
総
額
は
、
46
億
４
，
６
０
０
万

円
、
歳
出
決
算
総
額
は
、
43
億
５
４
８
万
円
と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
３
億
４
，
０
５
２
万
円
。
翌
年

度
繰
越
と
な
っ
た
事
業
の
財
源
を
控
除
し
た
後
の
実
質

収
支
は
３
億
１
，７
１
２
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
歳
出
総
額
は
、
と
も
に
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
主
な
要
因
と
し
て
は
、
住
民
情
報
シ

ス
テ
ム
な
ど
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
に
係
る
対
応
業
務
の
実
施
や
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
が
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
近
年

大
雨
な
ど
の
災
害
関
連
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、
こ
う
し
た

突
発
的
な
財
政
需
要
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
今

後
も
優
先
度
、
緊
急
度
を
見
極
め
て
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ　　
総
務
課

総
務
課

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎（

　
☎（
8282
）２
２
１
１　

）２
２
１
１　
IPIP
☎
９（
☎
９（
8282
）２
２
１
１

）２
２
１
１

決
算
報
告

　

若
桜
町
の
令
和
６
年
度
決
算
が
９
月
定
例
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
れ
く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

事
業
に
支
出
し
た
の
か
、
決
算
の
概
要
と
財
政

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
歳　
入　

自
主
財
源
：�

町
税
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

自
主
的
に
収
入
し
う
る
財
源

依
存
財
源
：
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源

地
方
交
付
税
：
国
が
徴
収
し
た
財
源
を
一
定

の
基
準
に
よ
り
町
に
再
配
分

さ
れ
る
交
付
金

国
県
支
出
金
：
特
定
事
業
を
行
う
た
め
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
等

町　
　
債
：
建
設
事
業
等
の
財
源
と
す
る
た

め
の
長
期
借
入
金

地
方
譲
与
税
・
交
付
金
：
本
来
地
方
団
体
に

帰
属
す
べ
き
税
源
を
国
や
県

が
徴
収
し
て
譲
与
す
る
税
や

交
付
金

町　
　
税
：
町
民
税
や
法
人
税
、
固
定
資
産

税
等

繰
越
金
：
一
会
計
年
度
か
ら
次
の
会
計
年

度
へ
持
ち
越
し
た
金
額

繰
入
金
：
基
金
や
他
会
計
か
ら
の
繰
入
金

　
歳　
出　

（
目
的
別
経
費
）

議
会
費
：
議
会
活
動
に
要
す
る
経
費

総
務
費
：
情
報
通
信
、
公
共
交
通
、
徴
税
、

戸
籍
、
選
挙
等
に
係
る
経
費

民
生
費
：
児
童
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
等

の
社
会
福
祉
関
連
に
係
る
経
費

衛
生
費
：
予
防
接
種
や
健
康
診
断
、
ご
み

収
集
な
ど
に
要
す
る
経
費

農
林
水
産
業
費
：
農
業
委
員
会
運
営
や
生
産
基

盤
整
備
な
ど
に
要
す
る
経
費

商
工
費
：
商
工
業
振
興
、
観
光
、
企
業
誘

致
な
ど
に
要
す
る
経
費

土
木
費
：
道
路
や
公
園
な
ど
維
持
管
理
経
費

消
防
費
：
消
防
や
防
災
対
策
に
要
す
る
経
費

教
育
費
：
学
園
の
管
理
･
運
営
や
、
社
会

教
育
施
設
等
維
持
管
理
に
要

す
る
経
費

公
債
費
：
地
方
債
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費

災
害
復
旧
費
：
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費

（
性
質
別
経
費
）

人
件
費
：
議
員
、
職
員
な
ど
に
支
払
わ
れ

る
報
酬
や
給
料
な
ど

物
件
費
：
委
託
料
や
消
耗
品
な
ど
の
需
用

費
、旅
費
な
ど
の
一
般
行
政
経
費

維
持
補
修
費
：
公
共
用
施
設
等
を
維
持
す
る

た
め
の
補
修
等
経
費

扶
助
費
：
児
童
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な

ど
へ
の
支
援
や
生
活
保
護
費
等

補
助
費
等
：
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
や

事
業
に
対
す
る
補
助
金
な
ど

公
債
費
：
借
入
金
（
借
金
）の
元
金
、
利

息
の
償
還
金

積
立
金
：
財
政
調
整
基
金
や
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
な
ど
各
種
基
金
へ
の

積
立

投
資
及
び
出
資
金
・
貸
付
金
：
財
団
法
人
等

に
対
す
る
出
資
金
や
貸
付
金

繰
出
金
：
一
般
会
計
か
ら
介
護
会
計
な
ど

特
別
会
計
へ
の
支
出
金

普
通
建
設
事
業
費
：
道
路
や
学
校
な
ど
公
共

施
設
の
建
設
や
改
修
工
事
に

係
る
経
費

災
害
復
旧
事
業
費
：
災
害
被
害
を
受
け
た
施

設
等
を
原
型
に
復
旧
す
る
た

め
の
経
費

用　
語　
解　
説
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町債
3億8,115万円(8.2％)

国県支出金
7億7,487万円
(16.7％)

繰越金 3億1,192万円(6.7%)

繰入金 3億3,370万円(7.2%)

町税 2億6,833万円(5.8％)

地方譲与税･交付金
 1億5,252万円(3.3％)

諸収入ほか 2億1,545万円(4.6%)

地方交付税
22億806万円
(47.5％)

衛生費　
2億5,816万円(6.0%)
衛生費　
2億5,816万円(6.0%)

農林水産業費
5億2,484万円(12.2%)
農林水産業費
5億2,484万円(12.2%)

商工費　
1億7,174万円(4.0%)
商工費　
1億7,174万円(4.0%)

土木費　
2億6,936万円(6.3%)

公債費 4億5,157万円(10.5%)公債費 4億5,157万円(10.5%)

災害復旧費 4,702万円(1.1%) 議会費
5,724万円(1.3%)

歳出
43億548
万円

総務費　
11億9,509万円
(27.8%)

民生費　
7億9,292万円
(18.4%)

消防費　
1億5,739万円(3.6%)

教育費　　
3億8,015万円(8.8%)

歳入
46億4,600
万円 依存財源

35億1,660万円
75.7％

自主財源
11億2,940万円

24.3％

町債
3億8,115万円(8.2％)

国県支出金
7億7,487万円
(16.7％)

繰越金 3億1,192万円(6.7%)

繰入金 3億3,370万円(7.2%)

町税 2億6,833万円(5.8％)

地方譲与税･交付金
 1億5,252万円(3.3％)

諸収入ほか 2億1,545万円(4.6%)

地方交付税
22億806万円
(47.5％)

衛生費　
2億5,816万円(6.0%)
衛生費　
2億5,816万円(6.0%)

農林水産業費
5億2,484万円(12.2%)
農林水産業費
5億2,484万円(12.2%)

商工費　
1億7,174万円(4.0%)
商工費　
1億7,174万円(4.0%)

土木費　
2億6,936万円(6.3%)

公債費 4億5,157万円(10.5%)公債費 4億5,157万円(10.5%)

災害復旧費 4,702万円(1.1%) 議会費
5,724万円(1.3%)

歳出
43億548
万円

総務費　
11億9,509万円
(27.8%)

民生費　
7億9,292万円
(18.4%)

消防費　
1億5,739万円(3.6%)

教育費　　
3億8,015万円(8.8%)

歳入
46億4,600
万円 依存財源

35億1,660万円
75.7％

自主財源
11億2,940万円

24.3％

歳入（収入）総額　46億4,600万円

歳出（支出）総額　43億548万円

（令和５年度に比べ２億7,537万円（6.3％）増）

（令和５年度に比べ２億4,677万円（6.1%）増）

一般会計一般会計

主な特徴
増えたもの
●�国県支出金･･･地方公共団
体情報システムの標準化・
共通化に係る対応業務、
若桜鉄道施設管理、若桜
学園グラウンド整備事業の
実施により１億6,236万円
増加
●�繰入金･･･財政調整基金や
ふるさと応援基金の取崩し
により１億1,718万円増加
減ったもの
●�町債･･･氷ノ山グラウンド整
備事業や医療施設等整備事
業等の終了により１億1,289
万円減少

主な特徴
増えたもの
●�総務費･･･地方公共団体情
報システムの標準化・共通
化に係る対応業務、若桜鉄
道対策事業、ふるさと納税
関連経費の増加により2億
4,359万円増加
●�消防費･･･若桜町消防団新
基準活動服購入や防災用
外灯設置工事により5,187
万円増加
●�教育費･･･若桜学園や郷土
文化の里などの施設管理
に係る費用の増加により
6,704万円増加
減ったもの
●�民生費･･･住民税非課税世
帯給付金事業の減少によ
り4,354万円減少
●�商工費･･･氷ノ山グラウン
ド造成工事の終了により
6,759万円減少
●�土木費･･･下水道事業につ
いて、法適用の公営企業会
計移行に伴う基金廃止によ
る取り崩し分が皆減したこと
により9,313万円減少
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性質区分 決算額 構成比
人 件 費 8億587万円 18.7%
物 件 費 10億3,647万円 24.1%
維持補修費 5,825万円 1.3%
扶 助 費 2億6,733万円 6.2%
補 助 費 等 7億7,451万円 18%
公 債 費 4億5,157万円 10.5%
積 立 金 1億5,317万円 3.6%
投資及び出資金・
貸 付 金 48万円 0%

繰 出 金 2億4,735万円 5.7%
普通建設事業費 4億5,552万円 10.6%
災害復旧事業費 5,496万円 1.3%

会計名 歳入（収入） 歳出（支出） 一般会計繰入金
国民健康保険事業 4億 1,484 万円 4億 304 万円 3,269 万円
介 護 保 険 事 業 6億 3,225 万円 5億 8,979 万円 8,227 万円
後 期 高 齢 者 医 療 7,248 万円 7,248 万円 2,134 万円
公 共 下 水 道 事 業 4,080 万円 4,080 万円 70 万円
赤松団地造成事業 56万円 47万円 －
財 産 区 造 林 事 業 172 万円 172 万円 －
索 道 事 業 7,645 万円 8,600 万円 1,414 万円
住宅新築資金等貸付事業 39 万円 39万円 －
※公共下水道事業は、繰越明許予算です。

会計名 歳入（収入） 歳出（支出） 一般会計繰入金（出資金）
簡 易 水 道 事 業 2億 5,350 万円 2億 7,307 万円 1億 92 万円
収 益的収支 1億 3,538 万円 1億 2,405 万円 1億円
資 本的収支 1億 1,812 万円 1億 4,902 万円 92 万円

下 水 道 事 業 2億 5,939 万円 3億 4,158 万円 1億 3,142 万円
収 益的収支 2億 2,756 万円 2億 2,181 万円 1億 609 万円
資 本的収支 3,183 万円 1億 1,977 万円 2,533 万円

総
務
費　

11
億
９
，
５
０
９
万
円

・�

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通

化
に
係
る
対
応
業
務�

４
，
４
８
５
万
円

・
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設�

１
億
８
，
８
２
３
万
円

　
（
IP
電
話
等
関
連
機
器
設
備
の
更
新
・
維
持
管
理
費
等
）

・
若
桜
鉄
道
対
策
事
業�

１
億
６
，
８
３
８
万
円

　
（
鉄
道
施
設
保
守
・
管
理
、
わ
か
さ
カ
フ
ェ
管
理
委
託
料
等
）

・
バ
ス
運
行
事
業�

７
，
５
８
６
万
円

　
（
町
営
バ
ス
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
運
行
経
費
等
）

・
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立�
１
億
９
２
５
万
円

　
（
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
積
立
）

民
生
費　

７
億
９
，
２
９
２
万
円

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金�

８
，
２
３
１
万
円

・
自
立
支
援
給
付
事
業�

１
億
１
，
７
８
６
万
円

　
（
障
が
い
者
等
へ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
費�

８
，
９
５
８
万
円

　
（
広
域
連
合
負
担
金
・
特
別
会
計
繰
出
金
）

衛
生
費　

２
億
５
，
８
１
６
万
円

・
定
期
予
防
接
種�

１
，
１
２
２
万
円

　
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
予
防
接
種
）

・
が
ん
検
診
等
健
康
増
進
事
業�

１
，
８
６
６
万
円

・
塵
芥
処
理
対
策
事
業�

６
，
２
９
９
万
円

　
（
ご
み
処
理
委
託
、東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
負
担
金
等
）

・
簡
易
水
道
会
計
繰
出
金�

１
億
円

農
林
水
産
業
費　
５
億
２
，
４
８
４
万
円

・
農
業
集
落
排
水
事
業
繰
出
金
等�

５
，
４
９
０
万
円

・
地
籍
調
査
事
業　

�

６
，
４
７
０
万
円

　
（
大
野
・
小
船
地
区
平
地
調
査
、
諸
鹿
地
区
山
地
調
査
）

・
林
業
振
興
費�

１
億
４
，
７
０
４
万
円

　
（
造
林
・
間
伐
材
搬
出
補
助
、
森
林
整
備
促
進
基
金
積
立
等
）

・
林
道
事
業�

８
，
６
０
４
万
円

　
（
諸
鹿
・
屋
堂
羅
線
開
設
工
事
・
林
道
の
維
持
管
理
等
）

商
工
費　
１
億
７
，
１
７
４
万
円

・
商
工
振
興
事
業�

３
，
３
９
２
万
円

　
（
創
業
支
援
補
助
金
、
暮
ら
し
応
援
券
配
布
等
）

・
氷
ノ
山
集
客
促
進
事
業�

６
，
３
４
１
万
円

　
（
氷
太
く
ん
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
町
営
ス
キ
ー
場
施
設
等
管
理
運
営
）

土
木
費　

２
億
６
，
９
３
６
万
円

・
道
路
維
持
費�

５
，
３
９
３
万
円

　
（
除
雪
作
業
・
消
雪
施
設
の
管
理
、
町
道
の
維
持
管
理
）

・
町
道
新
設
改
良
事
業�

７
，
０
５
６
万
円

　
（
橋
梁
補
修
、
町
道
来
見
野
線
改
良
工
事
等
）

・
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
等�

７
，
７
２
３
万
円

消
防
費　

１
億
５
，
７
３
９
万
円

・
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
負
担
金�

７
，
６
０
６
万
円

・
八
頭
消
防
署
若
桜
出
張
所
建
替
事
業
に
伴
う
敷
地
造
成
工
事�

３
，
５
７
０
万
円

教
育
費　

３
億
８
，
０
１
５
万
円

・
若
桜
学
園
管
理�

４
，
５
６
２
万
円

　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
職
員
室
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
）

・
郷
土
文
化
の
里
管
理�

７
３
８
万
円

　
（
三
百
田
氏
住
宅
保
存
修
理
、
た
く
み
の
館
ト
イ
レ
改
修
・
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
）

性
質
別
経
費
の
支
出
額

目
的
別
経
費
の
支
出
額
と
主
な
事
業

令
和
６
年
度

　
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
決
算
状
況

　

簡
易
水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落

排
水
事
業
は
、
令
和
６
年
度
よ
り
「
特
別
会
計
」
か
ら

地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
た
「
企
業
会
計
」
へ
移
行

し
て
お
り
ま
す
。

特別会計

公営企業会計
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若
桜
町
の
財
政
状
況

　

財
政
状
況
が
良
好
か
ど
う
か
を
示
す
判
断
基
準
に
、

財
政
健
全
化
判
断
比
率
（
４
分
類
）
と
資
金
不
足
比

率
が
あ
り
、
国
が
示
す
判
断
基
準
に
よ
り
、
町
の
財

政
状
況
や
各
会
計
の
経
営
状
況
を
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く
若
桜
町
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
の
基
準
値
を
超
え
る
項

目
は
無
く
健
全
で
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、
地
方
債
残

高
（
借
金
）
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、今
後
も
一
層
、

無
駄
の
な
い
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

基
金
（
貯
金
）
残
高

　

基
金
条
例
に
基
づ
き
、
特
定
目
的
や
将
来
の
財
政

負
担
に
備
え
て
基
金
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

６
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
財
源
と
し
た

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
及
び
森
林
整
備
促
進
基
金
の
積

立
額
が
増
加
し
た
一
方
で
、
財
源
の
不
足
に
よ
り
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
な
ど
、
基
金
残
高
は
前
年

よ
り
約
１
億
７
，
２
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
大
規
模
災
害
や
税
収
減
な
ど
不
測
の
事

態
に
備
え
て
、
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

▼
財
政
調
整
基
金　

�

自
治
体
に
お
け
る
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め

の
積
立
金

地
方
債
（
借
金
）
残
高

　

本
町
の
地
方
債
残
高
は
、
58
億
７
，
３
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
６
年
度
は
、
IP
電
話
等
情
報

通
信
基
盤
施
設
更
新
事
業
（
１
億
２
，
８
０
９
万

円
）
や
若
桜
鉄
道
施
設
等
の
維
持
管
理
等
（
１
億
３
，

０
５
４
万
円
）
に
か
か
る
財
源
と
し
て
地
方
債
を
発

行
し
ま
し
た
。

　

前
年
と
比
較
す
る
と
約
７
，
０
０
０
万
円
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
公
共
施
設
の
改
修
経
費
な
ど
が
近
年

増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
施
設
の
統
廃
合
等
を
含
め

た
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
元
利
償

還
金
へ
の
交
付
税
措
置
が
あ
る
有
利
な
地
方
債
を
活

用
し
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

区　分 比　率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 － 15％ 20％
連結実質赤字比率 － 20％ 30％
実質公債費比率 9.1 25％ 35％
将 来 負 担 比 率 7.2 350％

※赤字額、資金不足がない場合は、「－」で表記。
【用語説明】▶実質赤字比率／普通会計 (一般会計など )の赤字
比率。▶連結実質赤字比率／全会計の赤字割合を見る指標。
▶実質公債費比率／全会計に占める借入金返済額の割合を見る
指標。▶将来負担比率／普通会計が将来負担する実質的な負債
(借入金残高など )を見る指標。

公営企業会計 資金不足比率 経営健全化比率 ▶資金不足比
率／公営企業
会計の資金不
足の割合を見
る指標。

簡易水道事業
下水道事業
赤松団地造成事業

－
20％

索道事業 16.5
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基金（貯金）現在高の推移
（一般会計と特別会計の合計）

（年度）■ 特定目的基金等　　■ 財政調整基金
平成23 28 令和3 4 5 6
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700万円
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700万円

26億
3,200万円
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3,200万円 25億

4,000万円
25億
4,000万円

・・・ ・・・

地方債（借金）現在高の推移
（一般会計と特別会計の合計）（億円）

（年度）■ 特別会計　　■ 一般会計
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　人
事
行
政
の
公
平
性
・
透
明
性
の
確
保

を
目
的
と
し
て
、前
年
度
の
人
事
行
政
の

運
営
状
況
を
一
般
に
公
表
し
て
い
ま
す
。220,000円

188,000円

令和5年度 令和6年度

7 4
800,000円
632,000円
592,000円
318,000円
237,000円
220,000円

1.700

1.750

3.45

1.700

1.700

3.40

1

18

3

19

7

8

4

4

64

9

9

1

1

3

5

78

1

17

3

18

8

6

4

6

63

9

9

0

1

3

4

76

0

1

0

1

△1

2

0

△2

1

0

0

1

0

0

1

2

291,241円 40.1 歳

（令和６年4月1日現在）

（令和６年4月1日現在）

（令和6年4月1日現在）

（令和６年）

全対象職員数とは、令和6年1月1日から令和6年12月31日
までの全期間を在職した職員に限り、当該期間の中途に採
用された者及び退職した者並びに当該期間中に育児休業、
休職の事由がある職員並びに派遣職員を除く。

（注1）

総付与日数とは、令和6年1月1日現在において各職員に付与
された日数（前年からの繰越分を含む）を全対象職員にわ
たって合計したもの。   

（注2）

2,505日 735日 64人 11.5日 29.3%

該当無し

該当無し

12

0

　

議 会

総 務

税 務

民 生

衛 生

農林水産

商 工

土 木

小 計

教 育

小 計

水 道

下 水 道

そ の 他

小 計

（支給割合）

（支給割合）

令
和
６
年
度

　若
桜
町
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6,500円

10,000円

6,500円

5,000円

1.225月分

1.275月分

2.50月分

1.025月分

1.075月分

2.10月分

19.67月分

28.04月分

39.76月分

47.71月分

24.59月分

33.27月分

47.71月分

47.71月分

641千円

令和6年4月の支給実績

令和6年4月の支給実績

31,600

令和6年4月の支給実績

令和6年4月の支給実績

令和6年度の支給実績

※対象職員数が少なく、個人が特定されるおそ
　れがあるため、内容は伏せています。

令和6年度の支給割合 令和6年6月期の支給実績

33人 19,409円

526千円 50人 10,510円

565千円 17人 33,235円

1,408千円 43人 32,734円

54,828千円 78人 702,929円

* * * * * * * * *

通勤のため交通機関又は自動車などを使用して通勤している職員
（通勤距離が２km以上）に支給されます。

配偶者
子
父母等

令和6年4月の支給実績

* * * * * *
①家賃が16,000円を
　超え27,000円まで

家賃の月額から16,000円を控除した額

②27,000円を超えるもの

* * *

自ら居住するため住宅(貸間を含む)を借り受け、月額16,000円を
超える家賃(使用料含む)を支払っている職員に支給されます。

住

　居

　手

　当

区　　分 支　　給　　額

家賃の月額から27,000円を控除した額
の1/2(1/2額が17,000円を超えるとき
は17,000円)を11,000円に加算した額

※対象職員数が少なく、個人が特定される
　おそれがあるため、内容は伏せています。
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25

5

6

0

17

1

鳥取県職員人材開発センター研修

人権問題研修 

麒麟のまち圏域合同研修 

市町村職員中央研修所等研修

人権問題研修 

初任者研修

73人

69人

2.0

2.0
（ア）評価の時期　　　　３月
（イ）評価の対象人数　　77人

64

21

18

0

110

4

⑶　公務災害補償認定状況
⑷　勤務条件に関する措置の要求状況
⑸　不利益処分に関する不服申立の状況

（イ）令和6年度若桜町負担金決算額
　　　906 千円（職員一人当たり　11,190 円）

⑵　福利厚生事業の状況

⑵　職員の人事評価の状況

（注）庁内研修「人権問題研修」には、会計年度任用職員なども含まれています。

⑴　健康診断の状況

0 件
0 件
0 件

職員の研修及び人事評価に関する事項

（注）会計年度任用職員なども含まれています。

　

日
ご
ろ
よ
り
町
税
等
の
納
税
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
町
税
等
の
収
納
実
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。
今
後
も
、
自
主
財
源
の
確
保
と

税
の
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、よ
り
一
層
、

収
納
及
び
滞
納
整
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
町
県
民
税
（
個
人
）
に
つ
い
て
現
年

分
と
滞
納
繰
越
分
を
あ
わ
せ
た
収
納
率
の
順
位

が
、
若
桜
町
は
県
内
19
市
町
村
の
中
で
第
11
位

で
し
た
。

▼
納
期
内
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、
福
祉
・
保
健
・

教
育
・
消
防
や
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
な

ど
町
が
行
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
自
主
財
源
と
し
て
、
わ
た
し
た

ち
の
身
近
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
制
度
・
介
護
保
険
制

度
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
財
源
は
、
保
険

税
（
料
）
と
公
費
な
ど
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
保
険
税
（
料
）
を
納
め
て
、
み
ん
な
で

制
度
を
支
え
ま
し
ょ
う
。

▼
納
税
に
困
っ
た
ら
早
め
に
相
談
を

　

病
気
や
失
業
な
ど
に
よ
り
納
期
限
ま
で
の
納

付
に
お
困
り
の
方
な
ど
は
、
早
め
に
税
務
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
個
別
の
具
体
的
な
状
況
に

応
じ
て
、
納
税
の
猶
予
や
減
免
な
ど
の
制
度
を

ご
案
内
し
ま
す
。

令
和
６
年
度

町
税
等
の
収
納
実
績
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
☎（
82
）２
２
３
４　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
４

（金額単位：千円）

税　目 現年度分 滞納繰越分 合計
収納率

前年度
収納率調定額 収納額 収納率 調定額 収納額 収納率

町民税（個人） 77,160 76,621 99.3% 900 266 29.6% 98.5% 98.9%
法人町民税 12,964 12,964 100.0% 　　　－ 　　　－ － 100.0% 100.0%
固定資産税 92,912 92,571 99.6% 7,467 391 5.2% 92.6% 92.6%

軽自動車税（種別割） 12,137 12,111 99.8% 87   26 29.9% 99.3% 98.5%
国民健康保険税 56,872 55,038 96.8% 5,268 796 15.1% 89.9% 91.2%
介護保険料 100,223 100,125 99.9%   265    160 　60.4% 99.8% 99.7%

後期高齢保険料 50,967 50,951 99.9% 　　128 　　120 93.8% 99.9% 99.7%
※収納額は還付未済金を除いた額
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若桜町教育委員会　教育長の再任若桜町教育委員会　教育長の再任
　町議会９月定例会において、教育長の任期満了に伴う町議会の同意案件が町長から提出され、現
職の盛田恭司教育長の選任が同意していただきました。
　任期は令和７年10月４日から３年間です。

　10月４日付けで教育長
を拝命しました。責任の
重さに、改めて身が引き
締まる思いです。若桜町
の教育行政の充実・発展
に尽力して参りたいと思
います。
　町民の皆様のご協力を
賜りますようよろしくお
願い致します。

盛田　恭司教育長

【教育委員会体制】� （敬称略）

教育長 盛田　恭司 2期目

教育委員
（教育長職務代理者）

伊井野　早苗 3期目

教育委員 福田　浩子 3期目

教育委員 森岡　則明 2期目

教育委員 永原　直子 2期目

議員辞職について議員辞職について
　山根政彦議員から議員辞職願が提出され、地方自治法第126条の規定により、令和７年９月30日
付けで辞職されました。
　
お問い合わせ
若桜町議会事務局　☎82-2212　IP☎9（82）2212

若桜町議会補欠選挙について若桜町議会補欠選挙について
　地方議会の補欠選挙は、公職選挙法では議員定数の６分の１を超える欠員が生じた場合に行
なわれます。ただし、任期満了前６か月以内に欠員が生じた場合は、現議員数が議員定数の３
分の２未満である場合を除き、補欠選挙は行われません。
　若桜町議会の議員定数は10人であり、今回、議員定数の６分の１を超える２人の欠員となり
ましたが、現議員の任期満了前６か月以内であり、かつ、定数の３分の２以上を保っているため、
補欠選挙は行われません。（現議員任期：令和４年３月９日～令和８年３月８日）
　
お問い合わせ
若桜町選挙管理委員会事務局　☎82-2211　IP☎9（82）2211
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９
月
18
日
に
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
新

大
阪
㈱
（
以
下
「
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

と
い
う
。）
の
寝
屋
川
支
店
の
竣
工
式
に

参
列
し
ま
し
た
。
こ
の
店
舗
は
、
ト
ヨ
タ

モ
ビ
リ
テ
ィ
が
若
桜
町
内
の
社
有
林
の

ス
ギ
材
を
用
い
て
新
築
し
た
も
の
で
、
建

築
に
携
わ
っ
た
町
内
の
林
業
関
係
者
と

と
も
に
ご
招
待
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
大
都
会
に
若
桜
の
森
を
再
現
す
る
」

と
い
う
建
築
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
し

た
素
晴
ら
し
い
建
築
物
で
し
た
。
玄
関

に
つ
な
が
る
車
寄
せ
の
大お
お
び
さ
し庇
の
天
井
に

張
ら
れ
た
木
材
の
梁は
り

が
、
ま
ず
目
を
惹
き

ま
す
。
若
桜
杉
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
集
成
材
）
で

す
。
玄
関
を
入
る
と
さ
ら
に
、
若
桜
の
山

並
み
を
模
し
た
と
さ
れ
る
梁
が
店
内
の

奥
へ
と
幾
層
に
も
拡
が
り
ま
す
。
梁
も

複
数
方
向
に
交
差
し
て
立
体
的
に
組
み

合
わ
さ
れ
、
３
Ｄ
加
工
技
術
を
駆
使
し
て

構
造
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
事
な

梁
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
が
、
柱
に
も
壁
面

の
化
粧
板
に
も
若
桜
の
木
材
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
商
談
用
の
個

室
に
は
、
壁
に
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
風
の
装
飾

が
施
さ
れ
、
黄
緑
と
深
緑
の
２
色
の
苔
で

若
桜
の
山
並
み
を
表
現
し
、
㈱
ウ
ッ
デ
ィ

若
桜
の
敷
地
か
ら
見
た
千
石
岩
の
山
容

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
社
有
林
の

あ
る
加
地
の
奥
の
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
、
雨
水
も
雨
樋
を
経
由
し
て

石
組
み
の
中
を
流
す
な
ど
細
か
い
意
匠

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
高
層
木

造
建
築
分
野

の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
㈱

竹
中
工
務
店

が
そ
の
技
術

の
粋
を
尽
く

し
て
設
計
・

施
工
し
た
も

の
で
す
。
木

材
総
利
用
量

２
３
１
㎥
、
３
０
０
本
を
超
え
る
ス
ギ
材

は
八
頭
中
央
森
林
組
合
が
伐
採
、
㈱
ウ
ッ

デ
ィ
若
桜
で
製
材
し
、
石
川
県
小
松
市
内

の
工
場
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
加
工
し
て
、
約
１
年

２
カ
月
の
工
期
で
完
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
ト
ヨ
タ
車
の

販
売
を
手
掛
け
る
会
社
で
す
が
、
も
と
は

繊
維
業
の
老
舗
「
久
保
惣
」
を
前
身
と
す

る
名
門
企
業
で
す
。
２
代
目
社
長
久
保

惣
太
郎
氏
が
１
９
３
０
年
頃
に
加
地
に

１
６
０
ha
の
山
林
を
購
入
、
代
々
の
社
長

も
植
林
や
整
備
に
訪
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
皇
居
の
豊
明
殿
の
天
井
板
に
使
用

さ
れ
た
吉
川
杉
の
産
地
か
ら
近
く
、
一
帯

が
銘
木
の
産
地
で
あ
る
こ
と
も
社
内
で

共
有
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

令
和
４
年
９
月
に
現
社
長
の
久
保
行

央
氏
が
来
庁
さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
排

出
す
る
自
動
車
産
業
と
し
て
、
伐
期
を
迎

え
た
社
有
林
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
や
持
続
可
能
な
森
林
経
営
で

町
に
貢
献
し
た
い
と
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
施
設
の
設
置
を
ご
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
約
２
年
間
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
昨

今
の
社
会
経
済
情
勢
で
は
採
算
が
困
難

と
の
判
断
で
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
が
、

並
行
し
て
検
討
さ
れ
て
い
た
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。
ト
ヨ
タ
モ

ビ
リ
テ
ィ
に
は
、
２
年
前
か
ら
顧
客
向
け

に
若
桜
米
を
た
く
さ
ん
ご
購
入
い
た
だ
く

な
ど
、
他
に
も
本
町
の
活
性
化
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
こ
う
し

た
ご
縁
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
若
桜

材
の
Ｐ
Ｒ
は
も
と
よ
り
、
林
業
・
木
材
産

業
や
地
球
温
暖
化
対
策
に
と
っ
て
も
大

き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
ス
ギ
で
約
60

年
と
さ
れ
る
伐
期
を
過
ぎ
た
森
林
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
効
果
が
低
下
す
る

た
め
、「
伐
っ
て
使
っ
て
植
え
て
育
て
る
」

循
環
型
林
業
で
森
林
を
若
返
ら
せ
る
こ

と
が
、
森
林
の
持
続
的
な
維
持
と
活
用
の

た
め
に
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

「
使
う
」、
つ
ま
り
木
材
利
用
の
拡
大
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
将
来
的
に
人

口
減
少
に
よ
り
住
宅
着
工
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
で
、

非
住
宅
分
野
で
の

木
材
需
要
の
開
拓

が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の

取
組
が
、
新
た
な

木
造
需
要
を
喚
起

す
る
起
爆
剤
と
な

る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

町長発！〝がんばるトーク〟
町長　上川 元張

▲�久保社長（左から２人目）及び町内林
業関係者と

▲商談ブースの装飾
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デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨「
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
」は
、
若
桜
町
内
の
加

盟
店
の
み
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
電
子
マ
ネ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
の
こ

と
で
す
。「
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
」の
ス
タ
ー
ト
は
、
令
和
８
年
３
月

２
日（
月
）の
予
定
で
す
。

　

今
号
で
は
電
子
マ
ネ
ー
機
能
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。「
お
に
っ

こ
Ｐ
ａ
ｙ
」の
専
用
カ
ー
ド
又
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
現
金

を
チ
ャ
ー
ジ（
入
金
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
金
の
チ
ャ
ー
ジ

は
専
用
の
チ
ャ
ー
ジ
機
又
は
チ
ャ
ー
ジ
に
対
応
し
て
い
る
加
盟
店

の
レ
ジ
で
行
い
ま
す
。
現
金
を
チ
ャ
ー
ジ
す
る
と
、
チ
ャ
ー
ジ
金

額
の
一
定
割
合
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
利
用
者
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

チ
ャ
ー
ジ
を
終
え
た
ら
、
加
盟
店
で
の
お
買
い
物
の
際
に
、
専
用

カ
ー
ド
又
は
ア
プ
リ
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
タ
ッ
チ
す
る
又
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、支
払
い
完
了
で
す
。
支
払
い
の
際
に
、

支
払
金
額
の
一
定
割
合
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
利
用
者
に
還
元
さ
れ

ま
す
。
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
レ
シ
ー
ト
で
確
認
で

き
ま
す
。
チ
ャ
ー
ジ
し
た
分
の
電
子
マ
ネ
ー
が
不
足
し
た
ら
、再
度
、

現
金
を
チ
ャ
ー
ジ
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨「
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
」専
用
カ
ー
ド
は
、
全

て
の
町
民
の
方
に
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。
専

用
カ
ー
ド
は
繰
り
返
し
使
え
る
も
の
で
す
。
今
後
、
町
の
様
々
な

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
し
ま
す
の
で
、
破
棄
・
紛
失
し
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

次
号
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
機
能
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
「
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
」

「
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
」
の
機
能
に
つ
い
て

の
機
能
に
つ
い
て
〈
マ
ネ
ー
編
〉

〈
マ
ネ
ー
編
〉

　

引
き
続
き
、「
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
」を
取
り
扱
う
加
盟
店
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
加
盟
店
に
は
、
決
済
専
用
端
末（
専
用
カ
ー
ド
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
両
方
に
対
応
可
能
）、
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド（
希

望
制
）、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
Ｐ
Ｏ
Ｐ（
希
望
制
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
に
の
み
対
応
）、
そ
の
他
ポ
ス
タ
ー
等
を
貸
与
し
ま
す
。
費
用
や

手
数
料
等
の
条
件
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
事
業
者
の
方
に
は
、

９
月
24
～
26
日
に
開
催
し
た
説
明
会
の
資
料
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
役
場
企
画
政
策
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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９
月
20
日
土
、
21
日
日

９
月
19
日
金
、
20
日
土

　
「
１
０
０
万
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」は
、
た
く

さ
ん
の
人
に
音
楽
の
感
動
を
届
け
る
べ
く
、
全
国
各

地
で
小
規
模
演
奏
会
を
多
数
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
演
奏
の
感
動
を
肌
で
感
じ
、
こ
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
こ
の
た
び
、
わ
か
さ
こ
ど
も
園
、、

池
田
分
館
、
吉
川
寄
来
屋
、
若
桜
駅
、
響
の
森
の
5

カ
所
で
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）鳥
取
県
地
域
教
育
振
興
局（
田
川
慶
一
郎
代

表
理
事
）の
協
力
の
も
と
、

バ
イ
オ
リ
ン
の
ミ
ッ
シ
ェ

ル
藍
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
の
山

路
昌
平
さ
ん
に
よ
る
近
距

離
で
迫
力
の
あ
る
演
奏
に

多
く
の
来
場
者
が
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
ふ
る
さ
と

納
税
の「
若
桜
町
に
文
化
と

学
び
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附

金
を
活
用
し
て
お
り
、
10

月
31
日（
金
）は
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
ミ
ー
、

11
月
1
日（
土
）に
は
、
若

桜
鉄
道
貸
切
列
車
内
、
若

桜
学
園
で
開
催
し
ま
す
。

�
�

（
企
画
政
策
課
）

　

９
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）
の
２
日
間
、

わ
か
さ
氷
ノ
山
・
山
フ
ェ
ス
２
０
２
５
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

20
日
（
土
）
に
は
、
登
山
道
の
改
修
工
事
に
係

る
資
材
の
荷
上
げ
、荷
下
げ
を
行
う
キ
ャ
リ
ー
ア
ッ

プ
・
ダ
ウ
ン
登
山
が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、
若
桜
町

に
文
化
と
学
び
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

１
０
０
万
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
が
催
さ
れ
会

場
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

21
日（
日
）に
は
響
の
森
を
会
場
と
し
て
、山
フ
ェ

ス
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど

も
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
約
１
，
４
０
０
人
の
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ア
ウ
ト

ド
ア
好
き
と
し
て
有
名
な
金
子
貴
俊
さ
ん
に
よ
る

登
山
や
キ
ャ
ン
プ
に
関
わ
る
ト
ー
ク
ス
テ
ー
ジ
、

鳥
取
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
、
じ
ゃ
ん
ぐ
る
☆
ジ

ム
さ
ん
に
よ

る
演
奏
な
ど

が
開
催
さ
れ

会
場
は
多
く

の
観
覧
客
で

に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

（
経
済
産
業
課
）

１
０
０
万
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

１
０
０
万
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

若
桜
町
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

若
桜
町
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

わ
か
さ
氷
ノ
山
・
山
フ
ェ
ス

わ
か
さ
氷
ノ
山
・
山
フ
ェ
ス

２
０
２
５

２
０
２
５

▲�わかさこども園

▲�金子貴俊さんのトークステージ

▲�響の森

９
月
28
日
日

　

ふ
れ
あ
い
広
場
を
会
場
に
町
民
大
運
動
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
て
い
た
天
気
も
持
ち
、ス
ポ
ー

ツ
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
気
候
の
中
参
加
さ
れ
た
方
々

は
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
個
人
種
目
の
得
点
制
度
の
復
活
や
賞

品
の
見
直
し
、
競
技
種
目
の
内
容
の
一
部
変
更
を
行

い
ま
し
た
。
半
日
の
開
催
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
運
動
会

で
し
た
が
、
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
非
常
に
盛
り
上

が
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
団
体
種
目
で
１
位
を
３
回
取
り
、
個
人
種

目
に
も
多
く
参
加
し
た
２
支
隊（
浅
井
、
若
葉
団
地
、

大
炊
、
岸
野
、
糸
白
見
、
根
安
、
香
田
、
長
砂
、
湯
原
、

渕
見
、
茗
荷
谷
、

米
）が
総
合
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
支
隊
代
表
の
方
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
若
桜

学
園
９
年
生
、
地
域
の
皆
様
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
の
も
と
、
運
動
会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

令
和
７
年
度
若
桜
町
民
大
運
動
会

令
和
７
年
度
若
桜
町
民
大
運
動
会

を
開
催
し
ま
し
た
！

を
開
催
し
ま
し
た
！

▲�若桜音頭には約300名が集まりました。

結
果
：

　

優
勝　

２
支
隊（
２
１
７
点
）

　

２
位　

５
支
隊（
２
０
７
点
）

　

３
位　

１
支
隊（
１
８
１
点
）

　

４
位　

４
支
隊（
１
６
１
点
）

　

５
位　

３
支
隊（
１
５
７
点
）

　

６
位　

６
支
隊（
１
４
４
点
）

　

７
位　

７
支
隊（
１
３
４
点
）
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９
月
17
日
水
、
28
日
日

９
月
17
日
（
水
）

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
認
知
症
の
人

と
み
ん
な
の
会
『
虹
の
カ
フ
ェ
』
で
は
、
９
月
の
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
に
向
け
て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ロ
バ

隊
長
』
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

　

型
紙
に
合
わ
せ
て
フ
ェ
ル
ト
を
切
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
、「
認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
病

気
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
み
ん
な
で
支
え
合
い
暮

ら
せ
る
若
桜
町
に
し
た
い
」
と
願
い
を
込
め
な
が
ら
、

３
体
の
『
ロ
バ
隊
長
』
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
『
ロ
バ
隊
長
』
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
来
館
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
（
11
月
末

ま
で
）。

９
月
の『
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
』に
合
わ
せ
て

９
月
の『
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
』に
合
わ
せ
て

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た

10
月
１
日
水

　

若
桜
町
と
千
代
川
漁
協
若
桜
支
部
の
共
催
で
、
八

東
川
へ
渓
流
魚
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
に
、

庄
ノ
瀬
に
て
放
流
式
典
を
行
い
、
わ
か
さ
こ
ど
も
園

の
年
長
園
児
10
名
が
ヤ
マ
メ
を
放
流
し
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
に
興
味
津
々
で
、
魚
に
触

れ
て
み
た
り
し
な
が
ら
放
流
し
、
元
気
に
泳
い
で
い

く
ヤ
マ
メ
を
、「
大
き
く
な
～
れ
！
」と
見
送
り
ま
し

た
。
放
流
式
典
後
は
、
千
代
川
漁
協
若
桜
支
部
の
組

合
員
に
よ
り
、
来
見
野
川
や
加
地
川
な
ど
の
八
東
川

６
支
流
や
八
東
川
本
流
へ
、
４
，
５
０
０
匹
の
ヤ
マ

メ
と
イ
ワ
ナ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
放
流
は「
鳥
取
県
魚
の
豊
か
な
川
づ
く
り
基
金
」

の
助
成
を
受
け
実
施
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
基
金

を
活
用
し
た
放
流
を
通
じ
て
、
町
で
は
水
産
資
源
の
保

護
や
繁
殖
に
取
り
組
む
ほ
か
、
釣
客
等
の
集
客
に
よ
る

清
流
の
ま
ち
若
桜
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

（
経
済
産
業
課
）

庄
ノ
瀬
で
「
ヤ
マ
メ
・
イ
ワ
ナ
の

庄
ノ
瀬
で
「
ヤ
マ
メ
・
イ
ワ
ナ
の

放
流
式
典
」
を
開
催
し
ま
し
た
！

放
流
式
典
」
を
開
催
し
ま
し
た
！

▲ヤマメに興味津々！

▲若桜の清流で大きくな～れ！

９
月
28
日
（
日
）

　

若
桜
鉄
道
の
観
光
列
車
、
八
頭
号
・
若
桜
号
を
貸

し
切
っ
た
「
オ
レ
ン
ジ
列
車
」
の
出
発
式
が
若
桜
駅

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
若
桜
駅
前
で
上
川
町
長
が

歓
迎
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
貸
し
切
り
列
車
に
は

県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
90
名
が
乗
り
込
み
、
認
知

症
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
服

や
ア
イ
テ
ム
を
身
に
つ
け
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ
の
願
い
を
届
け
ま
し
た
。

�

（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
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10
月
５
日
日

　

10
月
５
日（
日
）若
桜
町
公
民
館
池
田
分
館
に

て
、
若
桜
町
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
の
落
語
家「
桂

ま
ん
我
」さ
ん
と「
桂
力
造
」さ
ん
を
招
い
て
の
池

田
寄
席
が
池
田
を
も
り
あ
げ
る
会
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
４
回
目
の
開
催
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
63
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
大
き
な
笑
い
声

を
あ
げ
て
落
語
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

池
田
を
も
り
あ
げ
る
会
は
池
田
地
区
の
有
志
に

よ
っ
て
令
和
４

年
10
月
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

町
の
人
材
育
成

事
業
を
活
用
し

て
イ
ベン
ト
を
開

催
し
、
こ
れ
か

ら
も
池
田
地
区

を
も
り
あ
げ
る

取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

�
（
企
画
政
策
課
）

池池い
け
い
け

田田だだ

寄寄よよ

席席せせ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

▲�桂まん我さん ▲桂力造さん

10
月
１
日
水
、
２
日
木
、
22
日
水
、
23
日
木

　

10
月
1
日
、
2
日
、
22
日
、
23
日
に
青
少
年
育
成

若
桜
町
民
会
議
、
八
頭
更
生
保
護
女
性
会
を
中
心
に

若
桜
学
園
や
わ
か
さ
こ
ど
も
園
、
若
桜
駅
で
あ
い
さ

つ
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
若
桜
学
園
で
は
校
長
先
生
、

若
桜
学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
活
指
導
部
、
若
桜
学
園
生
徒
会

が
参
加
、
こ
ど
も
園
で
は
年
長
の
園
児
た
ち
が
参
加

し
て
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
の
声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
駅
前
で
は
高
校
生
も
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
し
て

く
れ
る
な
ど
、
あ
い
さ
つ
が

人
と
人
を
つ
な
ぐ
大
切
な
も

の
と
し
て
若
桜
町
に
定
着
し

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
今

後
も
あ
い
さ
つ
を
通
し
て
、

よ
り
若
桜
町
が
活
気
あ
る
町

と
な
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

「
あ
い
さ
つ
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
運
動
」

「
あ
い
さ
つ
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
運
動
」

強
調
月
間
の
取
り
組
み

強
調
月
間
の
取
り
組
み

▲�若桜駅前でのあいさつ＋高校生マナー
アップキャンペーンの様子（10月2日）

▲�わかさこども園の年長があいさつ隊とし
て笑顔で出迎えます（10月2日）

▲�学園入口前でのあいさつ運動（10月1日）
【正門左：ＰＴＡ生活指導部　岡村校長先生　
正門右：八頭更生保護女性会】

10
月
４
日
土

　

若
桜
学
園
さ
く
ら
ホ
ー
ル
を
会
場
に「
若
桜
町
観
光

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、

株
式
会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
の
藤
原
代
表
取
締
役
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
事
業
を
通
し
て
、

全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
実

践
事
例
等
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は「
若
桜
町

で
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
上
川
町
長
と
藤
原
代
表
に
よ
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

町
の
未
来
を
見
据
え
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
得
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
企
画
政
策
課
）

若
桜
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

若
桜
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

▲�講演される藤原代表

▲�パネルディスカッション
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10
月
５
日（
日
）若
桜
町
公
民
館
池
田
分
館
に

て
、
若
桜
町
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
の
落
語
家「
桂

ま
ん
我
」さ
ん
と「
桂
力
造
」さ
ん
を
招
い
て
の
池

田
寄
席
が
池
田
を
も
り
あ
げ
る
会
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
４
回
目
の
開
催
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
63
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
大
き
な
笑
い
声

を
あ
げ
て
落
語
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

池
田
を
も
り
あ
げ
る
会
は
池
田
地
区
の
有
志
に

よ
っ
て
令
和
４

年
10
月
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

町
の
人
材
育
成

事
業
を
活
用
し

て
イ
ベン
ト
を
開

催
し
、
こ
れ
か

ら
も
池
田
地
区

を
も
り
あ
げ
る

取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

�

（
企
画
政
策
課
）

千
代
川（
若
桜
町
）で
捕
れ
た
鮎
が

千
代
川（
若
桜
町
）で
捕
れ
た
鮎
が

「
第
「
第
2626
回
清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
会
」

回
清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
会
」

準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
！

準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
！

　

令
和
７
年
９
月
19
日
、
高
知
県
高
知
市
で
「
第
26
回
清
流
め
ぐ
り
利
き

鮎
会
」
が
開
催
さ
れ
、
千
代
川
（
若
桜
町
中
之
島
公
園
付
近
）
で
捕
れ
た
鮎

が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
！

　

清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
会
は
、
河
川
環
境
の
良
い
川
と
、
そ
う
で
な
い
川
の

鮎
を
一
緒
に
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
鮎
の
味
に
も
違
い
が
出
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
河
川
環
境
の
大
切
さ
に
気
付
い
て
い
た
だ
く
為
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

審
査
は
、
味
だ
け
で
な
く
姿
、
香
り
、
わ
た
、
身
、
総
合
の
５
項
目
が
対
象

と
さ
れ
て
お
り
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
57
河
川
を
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ

の
中
か
ら
最
も
優
れ
た
鮎
を
育
て
た
河
川
が
二
次
審
査
に
進
み
、
グ
ラ
ン
プ

リ
が
決
ま
り
ま
す
。
そ

し
て
、
二
次
審
査
に
残
っ

た
河
川
が
準
グ
ラ
ン
プ

リ
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

若
桜
町
の
鮎
は
全
国

に
誇
れ
る
河
川
環
境
で

育
っ
て
い
ま
す
。
清
流

の
ま
ち
若
桜
町
の
河
川

環
境
と
水
質
の
良
さ
を
、

今
後
も
皆
で
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▲�準グランプリを獲得した千代川漁業協同組合永原組合長
（右）と上川町長（左）

▲�侵入防止柵の設置作業

▲�参加者全員で記念撮影

▲そば畑

吉
川
共
生
の
里
」が
ス
タ
ー
ト
ま
し
た
！

吉
川
共
生
の
里
」が
ス
タ
ー
ト
ま
し
た
！

　

吉
川
Ｙ
Ｙ
Ｃ
と
因
幡
地
区
郵
便
局
長

会
が
連
携
し
、
農
地
や
農
業
用
水
路
な

ど
の
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
「
吉
川
共
生
の
里
」
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
川
集
落
内
の
耕
作
放
棄
地
で
あ
っ

た
約
６
．
５
反
の
田
を
活
用
し
、
蕎
麦

の
栽
培
・
特
産
品
化
を
行
い
な
が
ら
農

地
保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
因
幡
地
区
郵
便
局
長
会
45

名
の
参
加
者
に
よ
り
、
侵
入
防
止
柵
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

皆
様
は
初
め
て
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
要
領
よ
く
作
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

設
置
後
は
、
寄
来
屋
で
吉
川
豚
や
ウ

イ
ン
ナ
ー
、
蕎
麦
が
振
る
舞
わ
れ
、
地
元

の
食
材
を
皆
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

吉
川
共
生
の
里
で
は
、
令
和
７
年
度

を
お
試
し
期
間
と
し
、
令
和
８
年
度
か

ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
５
年
間
、
協
定

を
締
結
し
、
活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
保
管
期
間
に

ご
注
意
を
！

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

　

災
害
な
ど
に
備
え
て
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
の
ボ
ン
ベ
を
お
持
ち
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
た
と
え
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
内
部
パ
ッ
キ

ン
が
劣
化
し
、
思
わ
ぬ
火
災
や
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

【
ご
確
認
く
だ
さ
い
】

・�

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
使
用
目
安
は
、
製
造
か
ら
７
年
で
す
。

・�

日
付
を
確
認
し
表
示
の
な
い
も
の
や
、
変
形
、
さ
び
の
あ
る
も
の
は
使

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
コ
ン
ロ
等
か
ら
取
り
外
し
て
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

備
蓄
し
て
あ
る
も
の
は
、
古
い
も
の
は
早
め
に
使
い
切
り
、
新
し
い
も

の
を
補
充
し
ま
し
ょ
う
。

・�

不
要
に
な
っ
た
ボ
ン
ベ
は
、
必
ず
中
身
を
空
に
し
て
有
害
ご
み
の
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
鳥
取
県
東
部

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
０
８
５
７
︲
59
︲
１
８
０
２
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

若
桜
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
電
話　
☎（
71
）０
８
２
２　
IP
☎
９（
71
）０
８
２
２　
平
日 

９
時
～
16
時
ま
で

　
面
談　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
ド
リ
ー
ミ
ー
２
F　
毎
週
火
曜
日

新
町
宅
地
造
成
地
が
完
成
し
ま
し
た

新
町
宅
地
造
成
地
が
完
成
し
ま
し
た

　

宅
地
造
成
地
は
一
区
画
当
た
り
１
５
２
～
１
６
０
㎡
で
、
６
区

画
を
分
譲
し
ま
す
が
、
現
在
１
月
の
分
譲
を
目
指
し
て
販
売
価
格

等
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

分
譲
の
内
容
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
新
築
等

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

を
ご
存
じ
の
方
は
、
新
町

宅
地
造
成
地
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

地
域
整
備
課

　
☎（
82
）２
２
３
９　

　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
９

宅地C
152.14 ㎡

宅地 B
155.6 ㎡

道路

わかさ
薬局

集合住宅建設予定地

さくらの郷

宅地A
152.6 ㎡

宅地 F
153.0 ㎡
宅地 E
152.9 ㎡

宅地D
160.21 ㎡

　

令
和
６
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
新
町
宅
地

造
成
地
が
、
今
年
７
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

新
町
宅
地
造
成
地
が
完
成
し
ま
し
た

新
町
宅
地
造
成
地
が
完
成
し
ま
し
た
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氷
ノ
山
か
ら

　

み
な
さ
ん
は
平
成
の
テ
レ
ビ
番

組
「
ト
リ
ビ
ア
の
泉
」
を
覚
え
て

い
ま
す
か
？
あ
ま
り
役
に
立
た
な

い
よ
う
な
雑
学
、
蘊
蓄
（
う
ん
ち

く
）話
（
＝
ト
リ
ビ
ア
）を
披
露
し

て
出
演
者
が
「
へ
ぇ
」
と
答
え
る

番
組
で
す
。
聞
く
と
誰
か
に
話
さ

ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
面
白
い

話
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
響
の
森
職
員
も
響
の
森

周
辺
や
森
の
中
で
「
へ
ぇ
」
と
思

わ
ず
声
が
出
た
り
「
ね
ぇ
ね
ぇ
、

聞
い
て
聞
い
て
」
と
人
に
話
し
た

く
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
発
見
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
ハ
イ

レ
モ
ン
の
香
り
が
す
る

・�

タ
チ
カ
メ
バ
ソ
ウ
は
キ
ュ
ウ
リ

の
匂
い
が
す
る　
　
　
　

等
々

　

こ
ん
な
ネ
タ
を
披
露
し
て
皆
さ
ん

か
ら
「
へ
ぇ
」
と
声
が
出
れ
ば
こ
ち

ら
は
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
も
の
で
す
。

　

今
秋
響
の
森
で
は
、
自
然
ガ
イ

ド
く
ま
す
け
さ
ん
の
作
品
展
を
開

　

９
月
13
日
（
土
）、
若
桜
学
園
運

動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
Ｒ
ｅ
：
ス
タ
ー
ト
～
本

気
の
Ｎ
ｅ
ｗ　

Ｔ
ｒ
ｙ
～
」
で
し

た
。「
新
し
い
こ
と
を
楽
し
ん
で
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
成
功
さ
せ

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
し
い
競
技
が
あ
り
ま

し
た
。
小
学
生
種
目
の
デ
カ
パ
ン

リ
レ
ー
、
中
学
生
種
目
の
宅
配
便

リ
レ
ー
、
全
校
種
目
の
玉
入
れ
で

す
。
デ
カ
パ
ン
リ
レ
ー
は
、
二
人
一

組
で
デ
カ
パ
ン
を
は
き
、ゴ
ム
を
飛

び
越
え
て
走
り
ま
し
た
。
宅
配
便

リ
レ
ー
は
段
ボ
ー
ル
を
積
み
重
ね

て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
ド
キ
ド
キ
ハ

ラ
ハ
ラ
さ
せ
な
が
ら
運
び
ま
し
た
。

玉
入
れ
は
、
途
中
、
曲
が
盛
り
上
が

る
場
面
で
玉
入
れ
を
中
断
し
て
ノ

リ
ノ
リ
の
ダ
ン
ス
を
す
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
で
し
た
。

　

伝
統
の
若
桜
音
頭
は
、
１
～
４

年
生
が
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
傘
や
カ

チ
カ
チ
棒
を
も
っ
て
円
を
描
き
、

華
や
か
な
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

催
し
て
い
ま
す
。
普
段
何
気
な
く

見
て
い
る
自
然
の
中
に
あ
る
、
思

わ
ず
「
へ
ぇ
」
と
言
っ
て
し
ま

う
雑
学
が
、
イ
ラ
ス
ト
と
共
に
わ

か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
く
ま
す
け
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト

を
見
て
、
自
然
の
お
も
し
ろ
さ
や

楽
し
さ
を
感
じ
、
外
に
出
て
自
然

の
様
子
を
じ
っ
く
り
見
て
み
よ
う

と
思
っ
て
も
ら
え
ば
嬉
し
い
で
す
。

11
／
30
（
日
）
ま
で
の
開
催
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�

響
の
森 

自
然
解
説
専
門
員 

�

高
橋　

宏▲�くますけさん作品展

自
然
の
中
に
あ
る
「
へ
ぇ
」

最
後
を
飾
っ
た
の
は
５
～
９
年
生

に
よ
る
若
桜
ソ
ー
ラ
ン
で
す
。
初

め
て
の
ソ
ー
ラ
ン
を
一
か
ら
覚
え
、

練
習
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
円
陣

を
組
ん
で
気
合
を
入
れ
、
整
列
。

和
太
鼓
の
演
奏
後
、「
か
ま
え
！
」

の
合
図
で
ス
タ
ー
ト
。
法
被
を
羽

織
り
、
真
剣
に
全
身
で
力
強
く
踊

る
姿
は
心
を
震
わ
せ
る
も
の
で
、

賞
賛
の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、
仲
間
と

一
緒
に
本
気
に
な
っ
て
つ
く
り
あ
げ

た
運
動
会
は
、
大
成
功
で
し
た
。

発学
校

若
桜
学
園
運
動
会

い
き
い
き

わ
か
さ
っ
こ
！
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令
和
８
年
度　

令
和
８
年
度　

わ
か
さ
こ
ど
も
園
新
規
入
園

わ
か
さ
こ
ど
も
園
新
規
入
園

申
込
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

申
込
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

　

わ
か
さ
こ
ど
も
園　
　
☎（
82
）０
０
１
１　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
IP
☎
９（
82
）０
０
１
１

　
町
民
課　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
３

　

わ
か
さ
こ
ど
も
園
で
は
、
満
３
歳
（
年
度
の
４
月
１
日
現
在
）
か
ら
就

学
前
の
お
子
さ
ん
の
ほ
か
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
に
よ
り
家
庭
で
保
育

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
後
６
か
月
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
４
月
以
降
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
期
間
内
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

対　
　
象

対　
　
象

令
和
８
年
４
月
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
及
び

途
中
入
園
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

受
付
期
間

受
付
期
間

11
月
4
日
（
火
）
～
11
月
28
日
（
金
）

受
付
場
所

受
付
場
所

わ
か
さ
こ
ど
も
園
ま
た
は
役
場
町
民
課

必
要
書
類

必
要
書
類

※
こ
ど
も
園
ま
た
は
町
民
課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

・
支
給
認
定
申
請
書
兼
入
園
申
込
書

・�

保
育
が
必
要
な
場
合
は
、
必
要
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　
（
例
：
就
労
証
明
書
、
診
断
書
、
求
職
状
況
の
わ
か
る
も
の
等
）

・
そ
の
他
個
別
に
必
要
な
書
類

　２ヶ月に１回、支援センターでおもちゃづくりをしています。
　今回はマラカスづくりに挑戦！！いろいろな形や色のシールを
貼っていき、オリジナルのマラカスが完成しました。
　さっそくみんなが　フリフリ♪　音が出るとニコニコでした。
きっと、お家でも活躍してくれると思います。

～おもちゃづくり～

子育て支援センター　遊びば
　（わかさこども園内）
　☎ 82-0011　IP ☎ 9-82-0011
　　月～金曜日（祝祭日を除く）
　　９：30 ～ 15：30

遊びば
♪子育て支援センター♬

　６日（木）　大きさ調べ
１３日（木）　お誕生会
２０日（木）　絵本の読み聞かせ
２６日（水）　リトミック
２７日（木）　おもちゃづくり

11 月の行事
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●
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
こ
の
よ
う
な
行
為
は
虐
待
に
あ
た
り
ま
す

見
逃
さ
な
い
で
！
命
の
サ
イ
ン
！
防
ご
う
！
気
付
こ
う
！
高
齢
者
・
障
が
い
者
虐
待

●年金や賃金を渡さない
●本人の自宅等を無断で売却
する
●本人の年金や預貯金を勝手
に使う

例えば

●平手打ちをする、殴る、蹴る、
つねる
●無理やり食べさせる
●縛り付ける
●部屋に閉じ込める

例えば

●入浴させない、不潔な状態に
する
●水分や食事を十分に与えない
●ひどい環境で生活させる
●病気やけがをしても受診さ
せない

例えば

●怒鳴る、ののしる、悪口を言う
●子供扱いする
●意図的に無視する
●排泄の失敗をあざ笑い、恥
をかかせる

例えば

●排泄の失敗に対し罰として
下半身を裸で放置する

●わいせつな行為をする
●性的な行為を強要する

例えば

たとえば…
・身体に傷やあざがある
・何日も同じ服を着ている
・臭いが気になる
・何かにおびえている
・お金を貸してと頼まれる
　　　　　　　　　 など

虐
待
の
起
こ
り
や
す
い
環
境

・
高
齢
者
に
認
知
症
が
あ
る

・
介
護
の
負
担
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
る

・�

夫
婦
の
み
、
高
齢
者
と
単
身
の
子
ど
も
だ
け
な
ど

小
規
模
家
庭

・
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

・
近
所
づ
き
あ
い
が
な
い

・
介
護
者
に
疾
病
や
障
が
い
が
あ
る

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者
・
障
が
い
者
虐
待
の
相

談
・
通
報
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
小
さ

な
情
報
で
も
た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
や
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う

　

認
知
症
や
障
が
い
を
抱
え
る
本
人
や
家
族
の
中
に
は
、
周

囲
の
気
付
き
や
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
日
頃
か
ら
、
地
域
で
見
守
り
・
声
掛
け
・
支
え
合
い
の

で
き
る
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

●�

虐
待
防
止
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

町
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
で
は
、
医
療
・
福

祉
・
行
政
・
民
間
団
体
な
ど
の

関
係
機
関
が
集
ま
り
、
虐
待
の

事
例
や
、
虐
待
防
止
に
向
け
た

連
携
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
協

議
し
、
顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
相
談
・
通
報
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
！

高
齢
者
・
障
が
い
者
虐
待　
相
談
窓
口

若
桜
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
24
時
間 

３
６
５
日
受
付
）

�

☎
（
82
）
２
２
０
９　
IP
☎
９
（
82
）
２
２
１
４

▲６月に開催した協議会の様子

知らせよう　あなたが　あの子の声になる
～11月は児童虐待防止月間です～

※「189」は児童相談所虐待対応ダイヤルです。
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パワーアップわかさがんばる教室開催中！ 

 

       

 

日にち：１０/１～２/４ 毎週水曜日 

時  間：１４：００～１５：３０ 

場  所：保健センター ２階 

どなたでも参加可能です。

一緒に冬を乗り越えるための体づくりをしませんか？ 

詳しくは、保健センターまで
 

お問合せください。 

 

 

 

 

 

膝の痛みがよくなり、血圧も安定

してきた。スクワットの正しいやり

方を知ることができ、継続したこ

とで、筋力・体力がついた。 

 
１週間分の疲れが取れ、また１週間

頑張る力がつく。教室の日は、とて

も体が楽になり、軽くなった。 

 

教室に参加する前は、膝がガクガ

クしていたが、なくなった。教室に

参加して、初めて出会った人もあ

った。つながりが増えてうれしい。 

参加された方からの声をご紹介

　

が
ん
ば
る
教
室
は
、
元
気
で
長
生
き
が
で
き
る
よ
う
、
足
腰
の
筋
力
を
強
化

し
「
動
け
る
か
ら
だ
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、若
桜
地
区
と
池
田
地
区
の

２
か
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
じ
ゃ
ん
ぐ
る
の
方
を
講
師
に
お
招
き
し
、
３
か

月
間
集
中
的
に
筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
、「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
が
ん
ば
る
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
が
ん
ば
る
教
室
で
は
、
タ
オ
ル
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、お
口
の
体
操
や
頭
を
使
っ
た
運
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

教
室
の
初
回
と
最
終
回
に
６
種
目
の
体
力
測
定
を
行
い
、
運
動
の
効
果
や
体
の

変
化
に
つ
い
て
評
価
し
、
参
加
者
全
員
に
、
筋
力
ア
ッ
プ
の
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。

　

10
月
か
ら
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、「
１
人
で
は
な
か
な
か
続
か
な
い
」

「
運
動
し
な
い
と
い
け
な
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
で
お
悩
み
の
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

が
ん
ば
る
教
室
で
楽
し
く
筋
力
ア
ッ
プ
！

が
ん
ば
る
教
室
で
楽
し
く
筋
力
ア
ッ
プ
！

が
ん
ば
る
教
室
で
楽
し
く
筋
力
ア
ッ
プ
！

が
ん
ば
る
教
室
で
楽
し
く
筋
力
ア
ッ
プ
！

長
ちょう

座
ざ

体
たい

前
ぜんくつ

屈　測定中！
体を前に倒して手の指
先がどこまで伸びるか
を測定します。

タオルを使ってストレッチ！
体を大きく動かすことが
できます。肩こりなどにも
効果があります！！

足をあげてトレーニング！
バランス感覚やふくらはぎ
の筋肉などを鍛えます。

☎（82）２２１４
IP ☎９（82）２２１４
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■　

読
み
聞
か
せ
教
室
・
作
品
づ
く
り

■　

健
康
づ
く
り
・
人
づ
く
り
の
会　
９
月
８
日

　

９
月
は
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
展

示
す
る
作
品
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

始
め
に
、
わ
か
さ
こ
ど
も
園
の
先
生

に
絵
本
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
後
で
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
松
ぼ
っ
く
り
を

使
っ
て
作
品
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
松
ぼ
っ
く
り

を
見
て
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
が
、
始

ま
る
と
真
剣
な
表
情
に
な
り
黙
々
と

取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
フ
エ
ル
ト
で
作
っ
た
耳
や
目
玉

を
貼
っ
て
動
物
に
見
立
て
た
り
、
松

か
さ
の
間
に
カ
ラ
フ
ル
な
ポ
ン
ポ
ン

を
い
く
つ
も
挟
ん
で
ツ
リ
ー
に
し
た

り
、
次
々
と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
出

て
く
る
よ
う
で
「
こ
ん
な
感
じ
は
ど

う
か
な
？
」「
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
い
い

か
な
？
」
と
話
を
し
な
が
ら
楽
し
く

作
っ
て
い
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
は
小

さ
な
も
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

自
由
な
発
想
で
楽
し
い
作
品
が
沢
山

で
き
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
「
無
表

情
に
ら
め
っ
こ
」
や
「
頭・お
し
り
」
ゲ
ー

ム
を
し
ま
し
た
。「
頭
の
文
字
」
と
「
お

し
り
の
文
字
」
を
聞
い
て
リ
ズ
ム
に
の
り

な
が
ら
、
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を

答
え
る
と
い
う
も
の
で
、
程
よ
く
体
を

動
か
し
な
が
ら
頭
を
使
い
、
皆
さ
ん
が

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
と
わ
ざ
ク
イ
ズ
」
や
「
私

は
誰
で
し
ょ
う
？
ク
イ
ズ
」
な
ど
も
し

ま
し
た
。
高
齢
の
方
は
、
始
め
は
間
違

え
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
慣
れ
て
き

て
間
違
い
が
減
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
に
「
健
康
で
長
生
き
す

る
秘
訣
は
？
」
と
お
聞
き
す
る
と
「
少

し
で
も
自
分
が
家
族
の
助
け
に
な
る
よ

う
に
す
る
こ
と
」
と
答
え
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
家
族
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
あ
ふ

れ
て
い
て
と
て
も
素
敵
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
　

　
　
　    

��

ーー
  
希
望
・
虹

希
望
・
虹
  
ーー
　

ア
イ
リ
ス

ア
イ
リ
ス    

　　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　
☎
＆

 （
82
）１
６
０
２

IP
☎ 

９（
82
）１
６
０
２

人
権
か
る
た

そ
ら
さ
な
い　
人
を
見
つ
め
る　
す
ん
だ
瞳
を

９
月
16
日

▲無表情にらめっこ

▲ことわざクイズ

▲絵本の読み聞かせ

▲慎重に取り付けている様子
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新　着　図　書

ほんほんのの

  ひろばひろばだよりだより

わかさ生涯学習情報館わかさ生涯学習情報館
	 ☎ 82-6860　IP ☎ 9-82-6860　	 ☎ 82-6860　IP ☎ 9-82-6860　 82-686182-6861
	 【開館時間】10:00 ～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日	 【開館時間】10:00 ～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日
	 【貸出冊数と期間】１人 10 冊まで、２週間	 【貸出冊数と期間】１人 10 冊まで、２週間

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

11 月 の 予 定

●乳幼児対象読み聞かせ    （読み聞かせグループ「もこもこ」）

【日時】11 月 20 日（木）10：30 ～　【場所】　情報館プレイルーム

●脳を元気にしよう「音読教室」  （情報館館長）

【日時】11 月 21 日（金）14：00 ～　【場所】　情報館会議室

■は休館日

文　　　学 そ　の　他
・あの星が降る丘で、君とまた出会いたい。汐見　夏衛 ・老いを読む老いを書く 酒井　順子
・ギプス 片島　麦子 ・ぼくはこんなふうに本を読んできた 池上　彰
・ぴりりと山椒の七夕そうめん 高田　在子 ・アウトドアの危険事典 大蔵　喜福
・あなたが僕の父 小野寺　史宜 ・コメ高騰の深層 山下　一仁
・鋼鉄の城塞 伊東　潤 ・昭和 100 年の 100 人　文化人篇 文藝春秋
・９月１日の朝へ 椰月　美智子 ・アイラップ BEST レシピ mako
・エレガンス 石川　智健 ヤング・児童書・絵本
・７人の７年の恋とガチャ 大前　粟生 ・神様の御用人　見習い 浅葉　なつ
・１８マイルの境界線 川瀬　七緒 ・自分を信じる勇気 岩井　俊憲
・酒亭DARKNESS 恩田　陸 ・ジャレットと魔法のコイン あんびる　やすこ
・アラート 真山　仁 ・絵で見て楽しい！はじめての和の音楽 上野　哲生
・その血は瞳に映らない 天祢　涼 ・街を守る仕事のひみつ図鑑 スタジオタッククリエイティブ
・白魔の檻 山口　未桜 ・キケンからキミをまもる！　1～ 3 佐藤　繁一
・春の星を一緒に 藤岡　陽子 ・だんごむしとまんまるおつきさま 伊藤　知紗
・べらぼう蔦重栄華乃夢噺　　3 森下　佳子 ・ひっつきもっつき 中川　ひろたか
・鎌倉茶藝館 伊吹　有喜 ・きいろいバス ローレン　ロング
・おふうさま 諸田　玲子 郷　　　土
・エレベーターのボタンを全部押さないでください 川内　有緒 ・みんなの果樹園 南部町
・小泉八雲のこわい話・思い出の記 小泉　八雲 ・業務報告　令和 6年度 鳥取県林業試験場

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

歴史講座 歴史講座 『戦艦大和沈没と蛇切淵伝説』『戦艦大和沈没と蛇切淵伝説』～蛇切淵と江嶋清正氏より伝え聞いたこと～～蛇切淵と江嶋清正氏より伝え聞いたこと～

【日　時】　11月22日（土）　14時から　　　　　【場　所】　わかさ生涯学習情報館　会議室
【定　員】　20名程度（申込11/16（日）まで）　　【講　師】　山根　幹博　氏
　戦艦大和に乗艦し、蛇切淵の大蛇のミイラを所持していた江嶋清正氏について、山根幹博氏
にお話ししていただきます。大蛇のミイラも登場しますので、ぜひお申し込みください。

蔵書点検のため休館します　【期間】　11月25日（火）～11月30日（日）
皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご協力のほどお願いいたします。
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お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
公
民
館　
☎（
82
）１
５
８
４　
IP
☎
９（
82
）１
５
８
４

　
　
　
　
　
　
　
池
田
分
館　
　
　
☎（
83
）０
５
４
０　
IP
☎
９（
83
）０
５
４
０

公
民
館
ひ
ろ
ば

▲マイクを前に、熱のこもった語り

第
６
回
氷
ノ
山
寿
大
学

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
藤
澤
氏
が
語
る
、

取
材
の
舞
台
裏

　

９
月
18
日
（
木
）、
今
回
の
氷
ノ
山

寿
大
学
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
藤
澤
武
氏
を
お
招
き
し
、「
放
送

こ
ぼ
れ
話
」
の
演
題
で
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
公
開
講
座
と
し
た
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
軽
快
な
口
調
で
、
視

聴
者
が
、
知
り
え
な
い
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
関

係
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
長
年
務
め
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
元
横
綱
千
代
の

富
士
関
と
の
親
交
、
ま
た
退
職
さ
れ

た
今
で
も
県
出
身
力
士
伯
桜
鵬
関
と

の
深
い
関
わ
り
、
な
ど
、
予
定
の
時

間
を
越
え
る
ほ
ど
熱
の
こ
も
っ
た
講

演
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
さ
す
が
、

プ
ロ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
活
舌
も
よ
く
、

お
話
の
内
容
も
聞
き
手
を
飽
き
さ
せ

る
こ
と
な
く
最
後
ま
で
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

郷
土
文
芸   　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
川　

柳　
（
さ
く
ら
吟
社
）

内
気
な
の
貧
乏
神
に
返
事
し
た�

門
村　

千
代

川
柳
を
杖
に
毎
日
夢
を
見
る�

門
村　

千
代

う
ち
の
子
は
内
気
で
な
く
て
安
堵
す
る�

川
上　
　

巧

丸
坊
主
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
い
い
男�

川
上　
　

巧

内
気
な
子
主
義
を
通
し
て
一
人
立
ち�

車
井　

信
恵

病
室
の
一
日
長
い
壁
に
ら
む�

車
井　

信
恵

内
気
は
損
聞
か
れ
た
返
事
す
ぐ
出
な
い�

中
田　

房
江

年
重
ね
忘
れ
る
事
が
多
く
な
り�

中
田　

房
江

恐
妻
も
内
気
な
頃
が
あ
っ
た
は
ず�

山
本　

延
子

き
っ
ち
り
と
約
束
守
る
彼
岸
花�

山
本　

延
子

会
員
外

秋
よ
秋
秋
の
イ
ン
ト
ロ
流
れ
出
す�

大
山
す
み
れ

虫
の
声
聞
く
日
本
酒
が
旨
く
な
る�

大
山
す
み
れ

飽
食
の
こ
の
世
に
生
ま
れ
茸
飯�

石
山
ヨ
シ
エ

山
裾
に
ひ
っ
そ
り
開
き
野
紺
菊�

圓
井　

節
美

鐘
楼
の
そ
ば
に
白
萩
揺
れ
て
を
り�

中
尾　

陽
子

酔
芙
蓉
白
に
惹
か
れ
て
吾あ

も
蜂
も�

茗
荷　

恵
子

 
俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）
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くらしの情報
可
燃
物
処
理
施
設
「
リ
ン
ピ

ア
い
な
ば
」一
般
開
放
デ
ー

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
に
つ
い
て

　
可
燃
物
処
理
施
設
「
リ
ン
ピ
ア
い
な
ば
」

で
は
、
ご
み
処
理
の
流
れ
や
ご
み
分
別
、
減

量
の
大
切
さ
を
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
学
ん

で
い
た
だ
け
る
「
一
般
開
放
デ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
持
ち

し
て
い
ま
す
。

【
開
催
日
時
】�

11
月
８
日
（
土
）
10
時
00
分

～
15
時
00
分

【
主
な
内
容
】・
施
設
の
自
由
見
学

　
　
　
　
　
・
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
　
・�

ク
レ
ー
ン
ロ
ボ
ッ
ト
体
験
、

発
電
体
験

　
　
　
　
　
・
エ
コ
工
作

　
　
　
　
　
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店　
な
ど

　
歩
行
者
や
自
転
車
等
の
運
転
者
に
対
し
、

踏
切
道
の
通
行
に
際
し
て
の
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
安
全
で
円
滑
な
踏
切
道
の
通
行

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
踏
切
事
故
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
期
間
】��

11
月
１
日
（
土
）
～
11
月
30
日
（
日
）

　
　　
　

�（
う
ち
強
化
期
間　

11
月
１
日
（
土
）
～

11
月
10
日
（
月
））

　
踏
切
事
故
の
多
く
は
「
直
前
横
断
」
で
す
。

次
の
こ
と
守
り
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

・
踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
停
止
す
る
。

・
警
報
機
が
鳴
り
始
め
た
ら
侵
入
し
な
い

・
歩
き
ス
マ
ホ
は
し
な
い

お
知
ら
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
ン
ピ
ア
い
な
ば

　
（
鳥
取
市
河
原
町
山
手
９
２
５
番
地
）

　
　
☎
０
８
５
７
（
26
）
０
５
９
６

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

�

中
国
運
輸
局
／
中
国
地
方
整
備
局
／
中

国
四
国
管
区
警
察
局
／
若
桜
鉄
道（
株
）

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙

に
御
協
力
を
！

　
全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る

被
疑
者
は
、
殺
人
、
強
盗
等
の
凶
悪
事
件
の

ほ
か
、
暴
行
、
窃
盗
、
詐
欺
等
の
各
種
事
件

を
敢
行
し
て
逃
走
し
て
お
り
、
再
び
犯
行
を

行
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の
被
疑
者

を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中
に
全
国
警
察
の

総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
い
、
こ
れ
ら

被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た
捜
査

活
動
に
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
が
是

非
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
掛

け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　農地法（昭和27年７月法律第229号）第３条の３第１項の規定により、相続等により農地を取得し
たときには、農業委員会にその旨の届出をすることになっています。農業委員会は相続等による農
地の権利取得を把握し、農地の有効利用に努めます。
（届出が必要な方）
農地法の許可を要さずに農地の権利を取得した方
・相続（遺産分割、包括遺贈を含む）
・時効取得（20年間、第３者所有の農地を占用し続ける）
（届出について）
・農業委員会窓口にて届出書を配布します。届出書に必要事項を記載し、提出してください。
・�この届出は、農業委員会が農地の権利移動を把握するためのものです。（権利取得の効力を発生さ
せるものではありません。）所有権移転登記に代わるものではないため、法務局での登記が別途必
要になります。

お問い合わせお問い合わせ
農業委員会事務局　農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2238☎82-2236　IP ☎9-82-2238

◉農業委員会からのお知らせ

10月８日（水）に
農業委員会総会を
開催しました。

【報告事項】
　・農地法第３条の３第１項の規定による届出書� ２件
　・合意解約通知書� １件
　・公共事業の施工に伴う附帯施設設置に係る農地転用報告書� １件
【審議事項】
　・農地法第３条の規定による許可申請� ２件
　・非農地証明申請書� １件

農地農地のの相続等相続等のの
　　 　　 届出届出についてについて
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くらしの情報

くらしの情報

企
画
展　

Ｔ
ｈ
ｅ 

花
鳥
画

― 

日
本
美
術
と

�

い
き
も
の
た
ち 

―

　
本
展
覧
会
で
は
江
戸
時
代
を
中
心

と
し
た
多
彩
な
花
鳥
画
作
品
を
一
堂

に
展
示
し
、
日
本
美
術
に
お
け
る
動

植
物
を
主
題
と
す
る
ア
ー
ト
の
諸
相

と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
令
和
5
年
度
に
収
集
し
た
伊
藤
若

冲
円
熟
期
の
墨
画
の
傑
作
「
花
鳥
魚

図
押
絵
貼
屏
風
」
を
、
収
集
後
初
め

て
公
開
し
ま
す
。

　
特
別
講
演
会
や
落
語
イ
ベ
ン
ト
な

ど
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開
催
い
た

し
ま
す
。

開
催
情
報

【
会　
　
期
】

　

�

10
月
11
日［
土
］〜
11
月
24
日［
月・振
］

【
会　
　
場
】
鳥
取
県
立
美
術
館 

３

階 

企
画
展
示
室

【
開
館
時
間
】

　
９
時
00
分
～
17
時
00
分
（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

【
休
館
日
】

　

月
曜
日
（
10
月
13
日
、
11
月
３

日
、
11
月
24
日
は
開
館
）、
10
月
14

日
（
火
）、
11
月
４
日
（
火
）、
11
月

５
日
（
水
）
※

※�

11
月
5
日
（
水
）
は
閉
室
日
（
美
術

館
は
開
館
）

※�

展
示
替
あ
り

　
�

前
期
：�

10
月
11
日
（
土
）
～
11
月
3

日
（
月
・
祝
）

　
後
期
：�

11
月
6
日
（
木
）
～
11
月
24

日
（
月
・
振
）

【
観
覧
料
】

　
一
般
１
，２
０
０
円
（
９
５
０
円
）

　
学
生
７
５
０
円
（
６
０
０
円
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
立
美
術
館

　
　
☎
０
８
５
８
（
24
）
５
４
４
２

　
　
　
（
代
表
）

　
　
美
術
館
H
Ｐ

　
　

https://tottori-m
oa.jp/

　
　
展
覧
会
ペ
ー
ジ

　
　

�https://tottori-m
oa.

jp/exhibition/view
/

exhibition-03-2/

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、
税務行政に対する知識と理解を深めていただくた
め、毎年11月11日～ 11月17日までを「税を考
える週間」としています。
　本年のテーマ　「これからの社会に向かって」

税を考える週間 自衛隊からのお知らせ
自衛官等採用試験について

【お問い合わせ】
　自衛隊鳥取募集案内所　☎0857（26）4019

【自衛官候補生採用試験】
第3回　3・4月要員募集 第4回　3・4月要員募集

受付期間 令和7年9月8日（月）
～ 11月28日（金）

令和7年12月8日（月）
～令和8年1月30日（金）

試験日程 令和7年12月7日（日）
～ 12月9日（火）

令和8年2月15日（日）
～ 2月17日（火）

対　　象 18歳以上33歳未満
32歳の者は採用予定月の末日現在、33歳に達しない者

試験種目 筆記試験（国語・数学・社会・作文）、口述試験、適性検査、
身体検査

【一般曹候補生採用試験】
第3回　3・4月要員募集

受付期間 令和7年9月8日（月）～ 11月28日（金）

試験日程
1次試験:�令和7年11月30日（日）～ 12月2日（火）の間の

指定する1日
2次試験:令和8年1月12日（月）
【陸上自衛隊高等工科学校生徒採用試験】

推薦採用試験 一般採用試験
受付期間 令和7年10月1日（水）

～ 11月28日（金）
令和7年10月1日（水）
～令和8年1月15日（木）

試験日程
令和8年1月10日（土）
～ 1月12日（月）
の間の指定する1日

1次試験:�令和8年1月24日（土）
2次試験:�令和8年2月12日

（木）～ 15日（日）
の間の指定する1日

会　　場 陸上自衛隊伊丹駐屯地
（兵庫県伊丹市緑ヶ丘7-1-1）

1次試験:
伯耆しあわせの郷（倉吉市
小田458）
2次試験:
陸上自衛隊米子駐屯地（米
子市両三柳）

試験種目 筆記試験（作文含む） 口述試験、身体検査

〇税を考える週間 

 

国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていただくため、 

毎年１１月１１日～１１月１７日までを「税を考える週間」としています。 

 

本年のテーマ 「これからの社会に向かって」 

 

  

 

 
 

 
 

    

      
  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 
     
 

 

 

  

鳥取税務署 

 ほかにも便利な請求、受取方法があります！ 

 

税務署に出向く必要なし 

手数料がお得！ 
 

 

※ ご利用には、納税者本人（法人の場合は代表者人）の

マイナンバーカードが必要です。 

  
納税証明書請求手続きは 
こちらから  

電子納税証明書（ＰＤＦ）は、 
スマホで請求から受取までできます！ 

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
離
れ

て
暮
ら
す
こ
ど
も
が
い
ま
す
。
そ
ん

な
こ
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理

解
を
持
っ
て
養
育
す
る
方
が
里
親
で

す
。
里
親
制
度
は
、
日
本
で
の
認
知

度
が
ま
だ
ま
だ
低
く
、
戸
籍
上
も
家

族
と
な
る
養
子
縁
組
と
混
同
さ
れ
が

ち
で
す
。
地
域
で
暮
ら
す
里
親
と
こ

ど
も
に
と
っ
て
、「
里
親
制
度
を
知
っ

て
い
る
」「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と

い
う
声
は
、
大
き
な
励
み
や
支
え
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
で
も
多

く
の
里
親
が
い
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ

で
も
多
く
の
里
親
家
庭
が
あ
る
こ
と

で
、
こ
ど
も
が
家
庭
で
育
つ
チ
ャ
ン

ス
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

ず
は
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

知
っ
て
ほ
し
い
里
親
の
こ
と

　
高
校
生
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

　
小
中
学
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　
＊
（ 

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

※�

未
就
学
児
、
障
が
い
の
あ
る
方
・

難
病
患
者
の
方
・
要
介
護
者
等
及

び
そ
の
介
護
者
は
無
料

※�

企
画
展
チ
ケ
ッ
ト
で
当
日
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
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くらしの情報

司
法
書
士
に
よ
る
「
無
料
法
律
相
談
会
」

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
５
７（
24
）７
０
２
４

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
５
７（
27
）８
３
１
１

【
日　
時
】
11
月
18
日
（
火
）
16
時
～
18
時

　
　　
　
　
※
前
日
ま
で
に
要
予
約

【
場　

所
】
鳥
取
県
立
図
書
館　

２
階
小
研

修
室

【
内　
容
】�

相
続
、
不
動
産
登
記
、
会
社
・

法
人
登
記
、
成
年
後
見
、
多
重

責
務
等

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
７
（
24
）
２
７
４
４

相
　
談

鳥
取
県
行
政
書
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、
11
月
30
日

（
い
い
み
ら
い
）
は
「
年
金
の
日
」
で
す

行
政
書
士
無
料
相
談

【
日
時
】
①
11
月
８
日
（
土
）
10
時
～
14
時

　
　　
　
　
※
要
予
約
（
１
人
30
分
程
度
）

　
　　
　

②
11
月
２
日
（
日
）
10
時
30
分
～

14
時
30
分

　
　　
　
　
※
要
予
約

【
会
場
】
①�
鳥
取
市
立
中
央
図
書
館　

２
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　
　　
　
②�

鳥
取
市
立
気
高
図
書
館　

２
階

　
会
議
室

【
内
容
】�

相
続・遺
言
、成
年
後
見
、農
地
転
用
、

　
11
月
30
日
の
「
年
金
の
日
」
は
、
国
民
の

皆
さ
ま
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用

し
て
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込

額
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
高
齢
期
の
生
活

設
計
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

い
つ
で
も
次
の
よ
う
な
様
々
な
機
能
が
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

講演会参加申し
込みフォーム

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
里
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
ろ
は

　
鳥
取
県
鳥
取
市
立
川
町
五
丁
目
４
１
７
番
地

　
　
☎
０
８
５
７
（
22
）
４
２
２
１

　
　

 iroha@tottorikodomogakuen.or.jp

鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
頭

に
よ
る「
出
張
お
仕
事
相
談
会
」（
無
料
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
頭

　
☎
（
国
）
０
８
５
８
（
76
）
７
０
７
６

　
☎
（
県
）
０
８
５
８
（
72
）
３
９
８
６

【
日
時
】�

11
月
20
日
（
木
）
13
時
00
分
～
14

時
30
分
（
最
終
受
付
14
時
）
※
事

前
申
込
不
要

【
場
所
】
わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館　
会
議

室【内
容
】�

鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

八
頭
の
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

に
よ
る
職
業
紹
介
、
職
業
相
談
、

職
業
適
性
診
断
な
ど
（
雇
用
保
険

失
業
給
付
の
求
職
活
動
実
績
に
な

り
ま
す
。

募
　
　
集

な
は
じ
め
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。
里
親
応
援

団
に
な
っ
て
こ
ど
も
の
未
来
を
一
緒
に
支
え

ま
し
ょ
う
。

〈
里
親
制
度
と
は
？
〉

　
里
親
制
度
は
家
庭
が
必
要
な
“
こ
ど
も
た

ち
の
た
め
”
の
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
制
度

で
す
。

【
里
親
の
種
別
】

・�

養
育
里
親
：
18
歳
ま
で
の
こ
ど
も
を
自
立

す
る
ま
で
、
も
し
く
は
実
の
家
族
の
も
と

に
戻
る
ま
で
養
育
す
る
里
親
で
す
。

・�

専
門
里
親
：
特
に
支
援
が
必
要
な
こ
ど
も

を
養
育
す
る
た
め
に
の
専
門
的
な
知
識
や

技
能
、
経
験
を
有
す
る
里
親
で
す
。

・�

親
族
里
親
：
こ
ど
も
の
祖
父
母
な
ど
、
扶

養
義
務
者
及
び
そ
の
配
偶
者
が
な
る
里
親

で
す
。

・�

養
子
縁
組
里
親
：
養
子
縁
組
に
よ
り
、
養

親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
里
親
で
す
。

戸
籍
上
家
族
と
な
る
ま
で
の
期
間
は
里
親

と
し
て
こ
ど
も
を
養
育
し
ま
す
。

（
よ
く
あ
る
質
問
）

Q, 

わ
た
し
も
里
親
に
な
れ
ま
す
か
？

A, �

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い

く
つ
か
里
親
に
な
る

た
め
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。
い
ろ
は
が
主

催
す
る
里
親
制
度
説

明
会
に
ま
ず
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

〈
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
〉

　
里
親
と
こ
ど
も
の
暮
ら
し
を
社
会
全
体
で

支
え
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
里
親

支
援
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
拠
点
と
な
る
児
童
福

祉
施
設
で
す
。
里
親
に
な
り
た
い
方
の
リ
ク

ル
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
も
里
親
に
な
れ
る
か
な
」「
も
う
少
し

里
親
制
度
を
知
り
た
い
」
と
思
わ
れ
た
方
は

お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

の
は
じ
め
の
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 里親制度説明会

申込フォーム

許
認
可
申
請
、
契
約　
な
ど

外
国
人
無
料
相
談
会

【
日
時
】
11
月
12
日
（
水
）
10
時
～
12
時
※

要
予
約

【
会
場
】
鳥
取
市
立
図
書
館　
２
階

【
内
容
】�

在
留
資
格
、
仕
事
、
国
際
結
婚
の

こ
と
、
そ
の
他

　
　　
　
※
日
本
人
の
相
談
も
可

　
　　
　
※
英
語
・
中
国
語
対
応
可

「
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」

〈
里
親
制
度
啓
発
講
演
会
の
お
知
ら
せ
〉

　
里
親
制
度
を
鳥
取
県
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
企
画
し
ま
し
た
。
講

師
は
、『
も
し
か
し
て 

と
な
り
の
親
子
は
里
親

子
！？
』
の
著
者
で
あ
り
、

ご
自
身
も
養
育
里
親
で

あ
る
明
治
学
院
大
学
准

教
授 

三
輪
清
子
（
み
わ 

き
よ
こ
）
さ
ん
で
す
。

　
里
親
家
庭
の
多
彩
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
親
し

み
や
す
く
お
届
け
し
ま
す
。

【
日
程
】�

11
月
30
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15

時
30
分

【
会
場
】�

ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
（
東
伯
郡

湯
梨
浜
町
は
わ
い
長
瀬
５
８
４
）

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・�「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
電
子
申
請
や
保
険

料
納
付
記
録
の
確
認

・
受
給
に
関
す
る
各
種
通
知
書
の
確
認　
等

　
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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くらしの情報

募 集 科 ものづくりCAD・CAM科 電気設備技術科

修了後の
職種

工作機械オペレーター、
ＣＡＤオペレーター、

機械・金属加工、設計事務など

電気工事士、ビル施設管理、
配電盤・制御盤等組立、
消防設備士など

募集期間 11月14日（金）～ 12月16日（火）

訓練期間 １月６日（火）～６月29日（月）　【６か月】

定　　員 各科　15名

応募方法 受講申込書をハローワークへ提出

選 考 日 12月22日（月） ＜筆記・面接＞

【
教
室
参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば
（
鳥
取
市
伏
野
２
２
２
０
）

　
　
☎
０
８
５
７
（
59
）
６
０
２
６

　
　
開
館
時
間　
10
時
～
16
時

　
　
休　
館　
日　

�

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）

　
　
参
加
申
込　

�

11
月
１
日
（
土
）
よ
り
受
付
（
先

着
順
）

内　容 日　時 定員 費用

健康布ぞうり 11月6日（木）
10:00～15:00 ８人 100円

ＰＰバンドの籠作り
（花模様）

11月21日（金）
10:00～15:00 ８人 無料

携帯ポーチベルト付
（マイバッグ）

11月26日（水）
10:00～15:00 ５人 300円

テラリウム 11月28日（金）
10:00～12:00 10人 200円

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

※�

各
教
室
内
容
に
よ
り
、
布
等
の
材
料
を
ご
持
参
頂
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

上
記
以
外
の
体
験
講
座
や
、
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
11
月
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

も
の
づ
く
り
の
技
術
を
学
び
、

自
身
の
可
能
性
を
広
げ
ま
せ
ん
か
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

　
☎
０
８
５
７
（
23
）
２
０
２
１

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取

　
☎
０
８
５
７
（
52
）
８
８
０
２

受講料無料
（テキスト代は実費）

ポリテクセンター鳥取
� ／ 1月入所生

施設見学会はこちら▲

※戸籍の窓口はご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

戸 窓 口籍 の

※
10
月
14
日
届
出
分
ま
で

香 典 返 し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

若
桜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
一
封

上　

町　

渡
邉　

誠
功
さ
ん　

母
裕
子
さ
ん

栃　

原　

岡
田　

康
史
さ
ん　

父
吉
治
さ
ん

香　

田　

小
林　

貴
之
さ
ん　

弟
学
さ
ん

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大　

炊　

山
根　

凪な
ぎ
さ冴

ち
ゃ
ん

�

詳
生
さ
ん
・
友
代
さ
ん
の
男
の
子

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

落　

折　

平
家　

義
浩
さ
ん�

93
歳

吉　

川　

尾
坂　

敦
子
さ
ん�

92
歳

上　

町　

清
水　

操
さ
ん�

90
歳

渕　

見　

植
嶋　

安
子
さ
ん�

87
歳

湯　

原　

武
田　

勇
さ
ん�

82
歳

糸
白
見　
　

田　

一
昭
さ
ん�

77
歳

香　

田　

小
林　

学
さ
ん�

53
歳

有料広告募集中
・�広告の大きさ　縦50mm × 横
80mm
・掲載料　4,000 ～ 5,000円／月
　（掲載期間により異なります。）
詳しくは企画政策課へお問い合わ
せください。

【お問い合わせ】
企画政策課　
☎ 82-2231 IP ☎ 9-82-2231

有　料　広　告
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11
2025

発
行
日 
令
和
７
年
10
月
31
日

｜
編
集
・
発
行
｜ 

若
桜
町
役
場
企
画
政
策
課

〒
6
8
0-

0
7
9
2 

鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
大
字
若
桜
8
0
1-

5

T
E
L 

0
8
5
8（
82
）2
2
3
１

F
A
X 

0
8
5
8（
82
）0
1
3
4

再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,231世帯（－3）

2,592（－10）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和7年10月１日現在）

男：１，238（－9）
女：１，354（－1）

世帯
人口

11月の税金・保険料

［納期限］ 12月 1日（月）

固定資産税（第３期）

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
   （若桜町の税収となります）

みんなのフォトリレー
 第56回
みんなのフォトリレー
 第56回

若桜神社の紅葉若桜神社の紅葉
　若桜神社は秋になると境内
いっぱいに紅葉が広がり、朱色
の鳥居や橋の周りには紅葉や
カエデが色づき、まるで絵のよ
うな風景を楽しめます。静かな
山間にたたずむ神社で、自然
と歴史が調和した幻想的な紅
葉が見どころです。

桑原美羽 さん
み　う

2025年
11月号

若桜町町民大運動会若桜町町民大運動会

みんなで乗ろうみんなで乗ろう
� 若桜鉄道� 若桜鉄道

日　付 行事名 時　間 場　所

11/2(日） ランニングフェスティバル 9 :00～ 高野集落
第38回若桜町部落解放ふれあいまつり 10:00～ 若桜町ふれあい交流センター

11/4（火） 消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー
11/9（日） 因州若桜鬼っこまつり 10:00～ 若桜駅前広場
11/10（月） わかさこども園幼年消防防火パレード 10:00～ 役場～駅前

11/11（火）

人権相談 9 :00～11:30 ドリーミー
行政相談 9 :00～11:00 ドリーミー
消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー
法律相談 13:30～16:00 ドリーミー

11/12（水） 秋季全国火災予防運動　消防夜間演習 19:00～ 屋堂羅・糸白見
11/13（木） 障がい者相談 9 :30～12:00 ドリーミー
11/15（土） わかさっ子まつり 11:00～15:00 若桜郷土文化の里
11/16（日） グラウンドゴルフ大会 9 :00～ 八幡広場

11/18（火） 消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー
セット健診 8 :30～10:00 保健センター

11/19（水） 虹のカフェ 13:30～15:00 保健センター
11/23（日） 若桜鉄道感謝祭 9 :00～15:00 若桜駅構内
11/25（火） 消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー
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